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宋
元
刊
南
北
史
.七
史
お
よ
び
隋
書
に
つ
い
て
（上
）

尾

崎

 

康

北
末
代
の
正
史
の
刊
刻
は
、
淳
化
五
年
(
九
九
四
)
の
史
記
•
前
後
漢 

書
に
始
り
、
咸

平

中

(九
九
八~

一
 

〇
〇
三
)
の
三
国
志
.
晋

書

.
(
旧
) 

唐
書
を
経
て
、
天
聖
ニ
年
(
一
◦
ニ
四
)
か
ら
南
北
史
.
隋
書
に
、
さ
ら 

に
嘉
祐
六
年
(一

〇
六
一
)
以
後
に
な
っ
て
南
北
朝
の
七
史
に
及
ん
だ
。
 

南
北
史
.
隋
書
に
つ
い
て
は
、
程
俱
の
麟
台
故
事
卷
ニ
校
讎
に
、

天
聖
ニ
年
六
月
、
詔
右
正
言
直
史
官
張
観
.
太
常
博
士
集
賢
校
理
王 

質

•
愚
宗
憝
.
秘
閣
校
理
陳
姑
.
光
禄
寺
丞
集
賢
校
理
李
淑
.
館
閣 

校
勘
彭
乗
.
国
子
監
直
講
公
孫
覚
、
校
勘
南
北
史
.
隋
書
、
及
令
左 

司
郎
中
知
制
誥
宋
綬
.
吏
部
員
外
郎
龍
図
閣
待
制
劉
燁
、
提
挙
之
。
 

と
あ
る
。
宋

会

要

(輯
稿
第
五
五
冊
崇
儒
勘
書
)
は
官
職
を
や
や
略
す 

が
、
こ
れ
に
続
け
て
、

綬
等
請
就
崇
文
内
院
校
勘
、
成
復
徙
外
館
。
又
奏
国
子
監
直
講
黄 

鑑
、
預
其
事
。
隋
書
有
詔
、
刻
版
内
出
板
様
、
示
之
。
三
年
十
月
、
 

版
成
。
四
年
十
二
月
、
南
北
史
校
畢
、
以
献
。
各
賜
器
幣
有
差
。
南 

北
史
、
大
中
祥
符
中
、
秘
閣
校
理
劉辑

常
請
刻
版
、
未
成
。

と
い
う
か
ら
、
大
中
祥
符
中
(
一
〇
〇
八
〜
一
六
)
に
は
南
北
史
は
ま
だ 

刊
行
す
る
に
は
至
ら
ず
、
玉
海
卷
四
三
淳
化
校
三
史
嘉
祐
校
七
史
の
条

こ
、

天
聖
ニ
年
六
月
辛
酉
、
校
南
北
史
.
隋
書
。

四
年
士
一
月
畢
。
景
祐
元 

年
四
月
丙
辰
、
命
禾
祁
等
覆
校
南
北
史
。

と
あ

る

よ

う

に

、

な
お
本
文
を
再
校
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

景
祐
元
年 

(
一
◦
三
四
)

以
後
、
南
北
史
の
版
が
成
っ
た
記
事
は
な
く
、
南
史
の
南 

宋
初
期
の
刊
本
が
現
存
す
る
以
前
に
は
正
確
に
は
遡
れ
な
い
が
、
校
正
の 

よ
り
困
難
な
七
史
が
、
し
か
も
魏
書
や
北
斉
書
の
一
部
に
北
史
を
そ
の
ま 

ま
移
録
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ

う

に

嘉
祐
七
年
末
に
は
鏤
版
頒
行
さ
れ
て 

い
る
か
ら
、
南
北
史
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
こ
の
覆
校
を
経
て
か
ら
嘉
祐
初 

年
の
間
、
つ

ま

り

一
一
世
紀
前
半
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
は
印
行
さ
れ
て
い
た 

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
七
史
に
つ
い
て
は
、
宋
会
要
や
麟
台
故
事
に
記
事
が
な
い
が
、
 

玉
海
の
嘉
祐
校
七
史
に
、
前
後
す
る
が
、



嘉
祐
六
年
八
月
、
校
梁
陳
等
書
、
鏤
板
。
七
年
冬
始
集
、
八
年
七
月
'
 

陳
書
始
校
定
。

嘉
祐
六
年
八
月
庚
申
、
詔
三
館
秘
閣
、
校
理
宋
斉
梁
陳
後
魏
周
北
斉 

七
史
。
書
有
不
全
者
、
訪
求
之
。

の
ニ
項
が
あ
り
、
景
徳
羣
書
漆
板
刊
正
四
経
の
条
に
、

嘉
祐
七
年
十
二
月
、
詔
以
七
史
板
本
四
百
六
十
四
巻
、
送
国
子
監
、
 

鏤
板
頒
行
。

と
あ
る
。
七
史
の
卷
数
は
誤
り
で
、
計
四
六
五
巻
に
な
る
と
の
指
摘
も
あ 

る

が

{| 1
_
書
輔
|
_1 5
行
^

| |
)
、

さ

ら

に

南

斉

書

の

卷

末

に

、 

崇
文
院

嘉
祐
六
年
八
月
十
一
日

勅
節
文
宋
書
斉
書
梁
書
陳
書
後
魏
書
北
斉
書
後 

周
書
見
今
国
子
監
竝
未
有
印
本
宜
令
三
館
秘
閣 

見
編
校
書
籍
官
員
精
加
校
勘
同
与
管
勾
使
臣
選 

択
楷
書
如
法
書
写
板
様
依
唐
書
例
逐
施
封
送
杭 

州
開
板

治
平
ニ
年
六
月
日

(百
衲
本
に
影
印
の
〔南
宋
前
期
〕
刊
本
に
ょ
る
。

こ

の

葉

は

〔南
宋
中
期
〕
修
)

と
の
牒
文
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
嘉
祐
六
年
(
一
〇
六
一
)
の
勅
で
七
史
の 

校
訂
に
着
手
し
、
梁
書
、
と
く
に
陳
書
の
ょ
ぅ
に
卷
数
も
少
く
て
本
文
も 

無
難
で
あ
っ
た
も
の
は
す
ぐ
に
完
了
し
、
南
斉
書
も
治
平
ニ
年
(
一
〇
六 

五
)
に
は
開
雕
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
北
朝
各
史
の
一
部
に
は
、
南 

宋

刊

本

(
百
衲
本
)
以
後
の
す
べ
て
の
版
本
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時 

す
で
に
原
文
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
卷
さ
え
少
く
な
か
っ
た
か
ら
、

全
国
に
テ
キ
ス
ト
を
探
訪
し
た
り
、
北
史
や
高
氏
小
史
な
ど
を
参
照
し
た 

り
し
て
、
校
訂
に
苦
慮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
度
は
嘉
祐
七
年
ニ
ー
月
に 

は
校
正
を
終
え
、
国
子
監
に
送
っ
て
版
刻
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
ま
だ 

ま
だ
誤
り
が
多
い
た
め
に
校
定
の
作
業
を
継
続
し
、
七
史
が
完
成
し
た
の 

は
さ
ら
に
半
世
紀
後
、
北
宋
も
末
期
の
政
和
中
(
一
一
一
一
〜
一
七
)
に 

至
っ
た
と
い
う
。
晁
公
武
の
郡
斎
読
書
志
卷
五
(
袁
本
卷
ニ
上
)
の
宋
書 

の
条
に
、
こ
れ
ら
を
纏
め
て
次
の
ょ
う
に
伝
え
る
。

嘉
祐
中
、
以
宋
斉
梁
陳
魏
北
斉
周
書
舛
繆
亡
欠
、
始
命
館
閣
職 

讎
校
。
曾
鞏
等
以
秘
閣
所
蔵
多
誤
、
不
足
憑
以
是
正
、
請
詔
天
下
蔵 

書
之
家
、
悉
上
異
本
。
久
之
始
集
。
治
平
中
、
鞏
校
定
南
斉
梁
陳 

三
書
上
之
。
劉
恕
等
上
後
魏
書
、
王
安
国
上
周
書
。
政
和
中
始
皆 

畢
、
頒
之
学
官
。
民
間
伝
者
尚
少
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
史
記
か
ら
唐
書
に
至
る
十
五
史
の
印
刷
が
ょ
う
や
く 

成
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
淳
化
五
年
に
校
三
史
の
詔
動
が
出
て
か
ら
、
実 

に
一
世
紀
余
を
経
て
い
る
。
初
期
の
刊
刻
事
業
、
す
な
わ
ち
写
本
の
伝
本 

を
集
め
、
は
じ
め
て
定
本
の
刊
本
を
作
る
と
い
う
仕
事
が
い
か
に
難
儀
な 

も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
宋
朝
が
校
訂
に
厳
格
を
期
し
た
か
が
窺
え
る
。

な
お
、

五
代
史
記
は
治
平
ニ
年
か
ら
七
年
後
に
(熙
寧
五
年
八
月
)
、
 

欧
陽
修
の
遺
族
か
ら
収
め
ら
れ
、
さ
ら
に

国
子
監
に
送
ら
れ
て
印
行
さ
れ 

る
こ
と
に
な
る
(
玉
海
卷
四
六
所
引
中
興
書
目
.
郡
斎
読
書
志
巻
五
)
。
 

玉
海
の
七
史
の
条
の
末
に
「
唯
開
宝
所
修
五
代
史
未
布
以
俟
筆
削
」
と
付 

記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
ろ
ん
旧
五
代
史
で
あ
る
。
な
お
、
旧
唐
書
に
つ 

い
て
は
資
料
が
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
南
宋
前
期
に
両
浙
東
路
茶
塩
司
で一 

五
行
本
が
刊
刻
さ
れ
、
そ
の
残
本
六
九
巻
が
北
京
図
書
館
に
伝
存
し
、
百



衲
本
二
十
四
史
に
影
印
さ
れ
た
が
、
新
唐
書
な
ど
と
同
じ
く
、
北
宋
刊
本 

の
覆
刻
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
七
史
が
出
揃
っ
た
政
和
こ
ろ
に 

は
、
十
七
史
が
は
じ
め
て
開
封
の
国
子
監
に
完
備
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思 

わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
南
北
史
は
嘉
祐
初
年
(
一
◦
五
六
)
ま
で
に
、
七
史 

は
治
平
ニ
年

(
一
〇
六
四
)
か
ら
北
宋
も
す
で
に
後
期
に
な
る
が
政
和
中 

(
〜
一
一
一
七
)
ま
で
の
間
に
、
い
ず
れ
も
刊
刻
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か 

し
、
こ
れ
ら
北
宋
刊
本
の
現
存
す
る
も
の
は
、
ま
し
て
七
史
は
直
斎
書
録 

解
題
に
民
間
に
伝
わ
る
も
の
は
少
い
と
い
う
だ
け
に
、
ま
っ
た
く
な
い
。

そ
の
中
で
も
っ
と
も
早
い
も
の
に
、
ご
く
零
巻
な
が
ら
南
史
の
南
宋
前 

期
刊
本
が
あ

る

。

北
史
に
は
そ
の
期
の
も
の
が
残
ら
ず
、
七
史
は
南
宋
前 

期
刊
本
が
完
存
す
る
が
、
宋
印
本
は
な
く
、
元

.
明
初
印
本
も
零
巻
で
、
 

修
補
を
受
け
つ
つ
明
の
南
京
国
子
監
に
伝
え
ら
れ
、
嘉
靖
年
間
に
そ
れ
ぞ 

れ
南
監
二
十
一
史
の
各
一
と
し
て
印
行
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
三
朝
本
で
あ 

る

。南
北
史
は
、
南
禾
中
期
の
建
安
の
、
お
そ
ら
く
黄
善
夫
刊
史
記
以
下
の 

十
史
を
構
成
す
る
で
あ
ろ
う
1
0
行
本
が
あ
る
。
十
史
と
は
十
七
史
か
ら 

七
史
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
南
北
朝
の
七
史
は
省
か
れ
た
ら
し 

い
。
元
大
徳
九
路
儒
学
刊
の
正
史
も
十
史
で
、
南
北
史
は
隋
書
と
と
も
に 

元
本
が
南
監
二
十
一
史
に
用
い
ら
れ
た
か
ら
明
嘉
靖
に
至
る
修
本
の
完
本 

が
珍
し
く
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
早
い
至
明
初
修
本
が
原
刻
葉
を
多
数 

残
す
善
本
と
し
て
、
全
巻
に
は
及
ば
な
い
が
百
衲
本
の
底
本
と
さ
れ
て
い 

る
。

i  

南 

史

南宋
前期
刊本

南
史
の
南
宋
前
期
刊
本
は
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
が
、
全
八
◦
巻
の 

ぅ
ち
左
の
五
巻
余
が
現
存
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

〔目
録
〕

巻
二
三
〜
ニ
六
(
列
伝
一
三
〜
一
六
) 

五
冊

(
傳
増
湘
旧
蔵
) 

北
京
図
書
館
蔵 

卷

四

六

(
列
伝
三
六
)
第

一

.
三

.
四
葉

(内
藤
湖
南
旧
蔵
) 

杏
雨
書
屋
蔵 

卷

四

八

(
列
伝
三
八
) 

一
冊 

金
沢
文
庫
蔵

第
一
は
、
雙
鑑
楼
善
本
書
目
に
「
南
史
五
卷
宋
刊
大
字
本
九
行
十
八 

字
存
目
録
一
巻
列
伝
十
三
至
十
六
有
金
沢
文
庫
墨
印
」
と
著
録
さ
れ
て
い 

た
も
の
で
、
い
ま
北
京
図
書
館
善
本
書
目
の
「
末

刻

本

五

冊

存

四

卷 

ニ
十
|

ー
土
ハ
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
四
卷
で
五
冊
と
い
ぅ
の
は
、
目
録 

も
存
す
る
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。
金
沢
文
庫
図
録
(I

九
三
五
年
幽
学
社
) 

に

も

「目
録
一
巻
一
冊 

傅

増

湘

氏

蔵\

列
伝
巻
十
三
至
十
六
の
四 

冊 

同
」
と
記
さ
れ
、
卷

ニ

五

(
伝
一
五
)
首
半
葉
の
書
影
が
掲
載
さ 

れ
て
い
て
、
金
沢
文
庫
印
も
鮮
明
で
あ
る
(
図
版
三
ニ
)
。

ま
た
卷
二
三 

の
首
半
葉
も
長
沢
規
矩
也
編
図
解
和
漢
印
刷
史
(
一
九
七
六
年
汲
古 

書
院
)
に
影
印
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
金
沢
文
庫
印
が
見
え
な
い
。

第
二
は
、
金
沢
文
庫
図
録
に
内
藤
乾
吉
氏
蔵
と
し
て
、
第
一
葉
の
写
真 

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
は
唯
一
の
金
沢
文
庫
現
蔵
本
で
あ
る
が
、
次
に
こ
れ
を
も
っ
て
こ 

の
版
本
を
解
題
す
る
。
前
二
者
を
傅
.
内
藤
両
氏
が
入
手
し
た
の
は
約
半



世
紀
前
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
図
録
も
、
傅

•
内
藤
氏
蔵
は
明
治
.
大
正
の 

こ
ろ
庫
外
に
出
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
と
し
て
い
る
。
南
史
八
〇
巻
は
金
沢
文 

庫
に
お
い
て
次
第
に
散
佚
し
、
今
世
紀
に
は
も
は
や
こ
れ
ら
五
巻
余
し
か 

残
存
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
が
さ
ら
に
ニ
世
紀
以
上 

も
遡
る
で
あ
る
こ
と
を
、
後
に
一
言
す
.る
。

こ
の
金
沢
文
庫
現
蔵
本
は
、
ご
く
近
年
の
茶
色
表
紙
(
二
八
.
五X

ニ 

◦
.
七

！：

ン
)

に
覆
わ
れ
、
粘
葉
装
に
改
装
さ
れ
、
裏
打
補
修
を
施
さ
れ
て 

い
る
。
首

題

は

「
列
伝
第
三
十
八
(隔
ー
一
格
)
南
史
四
十
八
」
、
陸
澄
以
下
、
 

江
左
の
名
門
呉
郡
陸
氏
一
族
の
列
伝
で
そ
の
目
に
ニ
行
を
と
り
、
第
四
行 

か
ら
本
文
が
始
る
。

左

右

双

辺

(
ー
ニ
.
ニ
>
<
ー
五
.五
|;ン)
、
毎
半
葉
九 

行
、
毎
行
一
八
字
、
版
心
は
白
ロ
で
、
単
魚
尾
、
「
南
史
列
伝
三
十
八
」
、
 

丁

付

.
刻
エ
名
が
彫
ら
れ
る
。
刻H

名は、張
定
姜
仲
彦
文
李 

忠
(
李忠か)
張
昌
方
通
棠
、避諱欠筆は玄朗敬 

警
弘
殷
意
鏡
恒
徴
署
譲
煦
完
と
北
禾
末
に
及 

ぶ
が
、
南
米
初
の
皇
帝
に
つ
い
て
は
構
慎
な
ど
の
該
当
す
る
文
字
が 

あ
ら
わ
れ
な
い
。
卷
四
六
首
の
書
影
に
桓
驚
の
二
字
の
欠
筆
が
み
え
る
ほ 

か
、
北
京
所
在
の
巻
二
三
〜
ニ
六
の
四
巻
に
は
、
構
溝
媾
慎
の
文
字
が
含 

ま
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刊
年
が
多
少
限
定
さ
れ 

る
か
も
知
れ
な
い
。
全
二
三
葉
で
、
尾

題

も

「
列
伝
第
三
十
八
(隔
三
格
)
 

南
史
四
十
八
」
。
尾
題
の
次
行
に
「金
沢
文
庫
」

の
大
型
単
郭
の
墨
印
が 

擦
さ
れ
て
い
る
が
、
関
靖
氏
は
こ
れ
を 

一~

^
一
号
印
と
分
類
さ
れ
て
い
る 

(
金
沢
文
庫
の
研
究
一
九
五
一
講
談
社
)
。
な
お
氏
に
よ
る
と
、
傅
増 

湘
蔵
の
四
巻
の
も
の
は
こ
れ
と
ニ
ー
二
号
重
郭
肉
太
印
で
あ
る
と
さ
れ
、
 

金
沢
文
庫
図
録
で
は
、
そ
の
位
置
が
第
一
号
印
は
第
一
三
(
巻
二
三
)
の

首
、
後
者
が
第
四
号
印
と
称
さ
れ
て
第
一
五
(
巻
ニ
五
)
の
首
で
あ
る
と 

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
図
録
の
卷
ニ
五
首
の
書
影
に
み
え
る
の
は
現
金
沢
文 

庫
蔵
の
卷
四
八
尾
の
も
の
と
同
印
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
両
印
の
巻
が
逆 

に
取
り
ち
が
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

関
氏
は
さ
ら
に

次
の
よ
う
な

記
録
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。

延
宝
五
年
(
一
六
七
七
)
冬
、
加
賀
の
前
田
綱
紀
(
松
雲
)
が
津
田
太 

郞
兵
衛
光
吉
を
遣
し
て
金
沢
称
名
寺
本
を
調
査
し
、
そ
の
珍
籍
を
借
出
す 

に
つ
い
て
「
称
名
寺
書
物
之
覚
」
と
い
う

も
の
を
作
ら
せ
た
が
、
そ
の
板 

本
の
項
に
「
南
史
列
伝
二
百
枚
程
」

と

あ

る

(
付
録
第
二
)
。

い
ま
文 

庫
蔵
の
巻
四
八
は
全
二
三
葉
で
あ
る
が
、
目
録
と
五
巻
と
で
、

一
巻
あ
た 

り
の
平
均
は
三
三
葉
と
な
り
、
ま
た
こ
の
巻
四
八
と
そ
の
他
の
現
存
巻
を 

百
衲
本
(
元
大
徳
広
徳
路
儒
学
刊
本
)
の
葉
数
と
の
対
比
に
よ
っ
て
換
算 

す
る
と
、
現
存
宋
刊
本
は
計
約
一
八
八
葉
と
な
り
、
当
時
せ
い
ぜ
い
残
っ 

て
い
て
も
う

一
巻
が
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
い
で
、
亨
保
三
年
(
一
七
一
八
)
六
月
に
、
西
大
寺
江
戸
出
張
所
金 

剛
院
を
通
じ
て
の
幕
命
に
応
じ
て
、
亨
保
公
用
録
を
作
成
し
た
が
(
西
大 

寺
蔵
)
、

そ
の
書
籍
目
録
に
は
「
南

史

列

伝

一

結

」

と
記
さ
れ
て
い
る 

と

い

う

(
同
書
三
九
八
頁
)
。

別
に
冊
数
を
明
記
す
る
書
が
あ
る
か
ら
、
 

南
史
の
場
合
は
や
は
り
一
束
の
意
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
目
録
お
よ
び
五
卷 

余
の
ニ
〇
〇
葉
程
の
装
訂
が
崩
れ
て
そ
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
巻
三
六
の 

よ
う
な
断
簡
数
葉
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
延
宝
.
 

亨
保
の
こ
ろ
か
ら
、
南
史
が
現
存
本
の
程
度
の
列
伝
の
一
部
し
か
残
っ
て 

い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。



南
宋
刊
本
南
史
の
本
文
は
、
金
沢
文
庫
に
現
存
の
巻
四
八
に
限
っ
て
い 

え
ば
、
元
大
徳
信
州
路
儒
学
本
、
明

南

.
北
国
子
監
本
、
汲
古
閣
本
と
さ 

ほ
ど
変
ら
な
い
。
南
史
は
元
西
湖
書
院
重
整
書
目
に
著
録
さ
れ
ず
、
こ
の 

南
宋
本
と
元
本
と
の
関
係
は
定
か
で
な
い
が
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
 

元
本
は
嘉
靖
中
に
も
補
刻
さ
れ
な
が
ら
南
監
に
伝
え
ら
れ
て
印
行
さ
れ
、
 

万
暦
一
八
年
に
新
雕
の
南
監
本
に
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
北
監 

本

.
汲
古
閣
本
は
南
監
本
に
基
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
元
本
と
主
な 

明
本
と
は
直
接
に
繫
っ
て
い
て
、
そ
の
本
文
に
大
差
が
な
い
の
は
当
然
で 

あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
中
華
書
局
の
校
点
本
(
一
九
七
五
年
)
は
百
衲
本
の
元 

本
を
底
本
と
し
、
明
本
や
清
の
武
英
殿
本
、
金
陵
書
局
本
を
参
照
し
て
い 

る

(
出

版

説

明

四

)
。
元
本
に
信
州
路
儒
学
刊
と
は
別
の
一
本
が
あ
り
、
 

百
衲
本
は
卷
四
八
に
つ
い
て
も
一
巻
の
う
ち
に
両
者
を
混
ぜ
て
い
る
が
、
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
元
本
の
項
に
述
べ
る
。
ま
た
、
北
京
図
書
館
所
蔵
の
宋 

本
残
卷
もr

査
対
」
し
た
と
い
う
か
ら
、
巻
二
三
~
ニ
六
に
つ
い
て
は
こ 

の
南
宋
本
も
対
校
し
た
ら
し
く
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
も
う
一
つ
の
存
四 

九
巻
の
宋
刊
本
、
す
な
わ
ち
南
宋
中
期
建
刊
本
の
方
の
よ
う
で
あ
る
。
そ 

し
て
、
校
点
本
は
七
史
の
う
ち
南
朝
諸
史
や
通
鑑
•
通

典

.
通
考
等
の
諸 

書
を
参
照
し
、
詳
し
い
校
勘
記
を
付
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
い
ま
は
校
点 

本
を
中
心
と
し
て
、
南
宋
本
卷
四
八
の
本
文
を
他
本
と
比
較
し
て
み
る
。

校
点
本
は
こ
の

巻
に
一
七
条
の
校
勘
記
を
掲
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も 

南
斉
書
等
の
諸
書
を
も
っ
て
南
史
各
本
の
誤
り
を
訂
す
も
の
で
あ
る
。
そ 

の
内
訳
は
、
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
南
斉
書
六
、
梁
書
四
、
陳
書
四
、
 

通
志
三
、
そ
れ
に
王
懋
竑
の
読
書
記
疑
と
王
鳴
盛
の
十
七
史
商
榷
に
よ
る
。

こ
の
中
に
、

南
宋
本
だ
け
が
正
し
い
も
の
が
ニ
例
あ
る
。

校
勘
記
の 

〔
六
〕

〔
七
〕

に
取
り
あ
げ
へ
れ
て
い
る
も
の
で
(
一
二
〇
六
頁
)
、

そ
の 

ま
ま
掲
げ
る
と
、

〔
六
〕

吏
曹
都
令
史
歴
政
来
諮
執
選
事
「都
」
各

本

作r

郎
」
、
拠
南 

斉
書
改
。

〔
七
〕

繕

字

士

糯

「纏
」
各

本

作

「儒
」
、
拠
陳
書
改
。

で
あ
る
。
た
し
か
に
元
本
以
下
は
「
郎
」
、
「
儒
」
で
あ
る
が
、
南
宋
本
に 

は
南
斉
書
、
陳
書
と
同
じ
く
「都
」
、
「糯
」
と
あ
る
。

残
る
一
五
は
南
宋
本
も
元
本
以
下
と
同
じ
く
、
誤
字
、
誤
脱
、
衍
文
と 

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
う

ち

ニ
例
は
唐
の
高
祖
李
淵
の
避
諱
で
、
南
史 

が
唐
初
に
編
纂
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

な
お
校
勘
記
に
断
ら
な
い
が
、
陸倕

の
子
纘
(
校
点
本
一
一
九
三
頁
) 

の
名
を
、
®
{
木
本
以
下
の
各
本
に
は
す
べ
て
「瓚
」
と
あ
る
の
に
、
校
点 

本
は
梁
書
卷
ニ
七
の
方
を
採
っ
てr

纘
」
と
し
た
ら
し
い
。
そ
の
弟
が
緬 

で
あ
り
、
従

兄

弟

が

〔
七
〕

の
場
合
が
そ
う
で
「糯

.
繕
」
で
あ
る
か 

ら
、
糸
偏
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
新
唐
書
宰
相
世
系
表
(
巻
七
三
下
) 

に
は
、
家
系
が
わ
ず
か
に
外
れ
て
み
え
な
い
。

以
上
の
他
に
も
南
宋
本
に
は
多
少
の
誤
字
や
同
義
異
字
は
あ
る
が
、
ほ 

と
ん
ど

問
題
に
す
る
に
足
ら
な
い
。
む

ろ

ん

そ
れ
は
元
本
以
下
に
も

あ 

り
、
南
監
本
は
少
い
な
が
ら
や
や
増
え
、
そ
の
一
部
が
北
監
本
、
汲
古
閣 

本
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

校
点
本
は
や
は
り
北
京
図
書
館
蔵
の
こ
の
本
の
巻
二
三
〜
ニ
六
は
対
校 

し
て
い
な
い
ら
し
く
、
こ
の
四
巻
の
校
勘
記
に
は
と
く
に
そ
の
結
果
を
示 

す
記
事
は
み
え
な
い
。
む
し
ろ
、
同
館
蔵
の
南
宋
中
期
建
刊
本
の
残
巻
の



巻
七
三
の
校
勘
記
にr

末
本
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
巻
ニ
五
の
校
勘
記 

の

〔
八
〕

に
、

方

古

信

為

簿

「
方
古
」
元
大
徳
本
作
「
万
古
」
、
其
他
各
本
作
「萬 

古
」
。
按

「萬
古
」

一
詞
用
之
於
此
不
合
。
蓋

「
方
」
誤

為

「
万
」
、
 

「
万
」
又

易

為

「萬
」
。
今
拠
冊
府
元
亀
八
八
ニ
改
正
。

と
い
ぅ
一
条
が
あ
る
が
、
こ
の
南
宋
前
期
刊
本
を
も
参
照
し
て
い
れ
ば
、
 

こ
こ
に
、
そ
の
文
字
が
提
示
さ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
金
沢
文 

庫
図
録
所
掲
の
旧
傅
.
内
藤
両
氏
所
蔵
本
の
書
影
に
み
え
る
部
分
に
つ
い 

て
は
、
各
卷
と
も
元
本
等
と
ま
っ
た
く
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

こ
の
本
は
九
行
一
八
字
の
大
字
本
で
、
後
述
の
七
史
と
行
格
を
同
じ
く 

し
、

字
様
も
か
な
り
似
て
、
版
心
の
形
式
な
ど
や
や
異
る
と
こ
ろ
も
あ
る 

が
、
わ
ず
か
に
七
史
よ
り
早
い
か
と
思
わ
せ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ 

の
刊
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
一
連
の
国
子
監
で
の
北
宋
本
の
覆
刻
か
と
推
測 

さ
れ
る
。
そ
ぅ
で
あ
れ
ば
北
史
も
同
様
に
刊
行
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
 

い
ま
伝
存
す
る
も
の
は
な
い
。

元
大
徳
一
〇
年
広
徳
路
儒
学
刊
本

元
大
徳
九
路
儒
学
本
の
南
史
が
ど
こ
の
路
の
担
当
に
よ
っ
て
刊
刻
さ
れ 

た
か
は
、
版
心
等
に
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
い
た
め
に
わ
か
り
に
く
く
、
台 

北
の
中
央
図
書
館
の
善
本
書
目
お
よ
び
宋
元
本
図
録
な
ど
は
信
州
路
と
し 

て
い
た
が
、
神

田

喜

一

郎

氏

が

広

徳

路

説

を

唱

え

ら

れ

た

ぬ

f
- + 

1?-
三
1 -
九
- 0
|°
- |
|

§

。

前

者

の

根

拠

は

不

明

で

ぁ

る

が

、

北

史

が 

信
州
路
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
本
を
同
書
目
は
明
初
覆
元
大
徳
間
信
州
路 

儒
学
刊
本
と
称
す
る
が
、
こ
れ
も
非
常
に
似
た
本
が
北
史
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
南
北
史
を
同
所
の
刊
と
み
た
ら
し
い
。
神
田
説
は
、
序
文
の
記
事
な 

ど
に
み
え
る
桐
川
の
名
を
宋
末
の
新
編
方
輿
勝
覧
の
広
徳
軍
の
中
に
見
出 

し
て
、
こ
れ
を
広
徳
路
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
は
後
に
触
れ
る
が
、
大
徳
九
路
儒
学
刊
の
実
は
十
史
の
ぅ 

ち
、
漢

書

.
後
漢
書
•
三
国
志
•
唐
書
と
と
も
に
、
南
史
に
も
序
文
が
ほ 

ぼ
存
す
る
。
現
存
本
の
大
半
は
、
明
の
南
京
国
子
監
に
伝
え
ら
れ
て
嘉
靖 

年
間
に
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
巻
頭
に
、
版
心
に 

「
南
史
序
」

と
題
す
る
三
葉
が
あ
る
。

こ
れ
に
は
い
ず
れ
も
第
三
葉
が
欠 

け
て
い
て
、
明
代
に
は
そ
の
版
木
が
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
傅
増
湘 

が
永
楽
大
典
巻
一
〇

一
三
五
に
そ
の
全
文
を
発
見
し
、
百
衲
本
な
ど
で
は 

こ
れ
を
も
っ
て
補
っ
て
い
る
。
文
は
昏
乱
短
命
の
南
朝
に
つ
い
て
過
半
を 

費
し
、
欠
葉
の
後
半
に
な
っ
て
、
各
道
の
儒
学
が
十
七
史
を
分
刊
し
、
桐 

川
に
南
史
が
割
り
あ
て
ら
れ
た
と
し
、
主
な
関
係
者
と
し
て
郡
侯
呂
師
皐 

と
郡
同
知
張
雲
翼
の
名
を
挙
げ
、
蜀
人
蒯
東
寅
と
自
署
し
て
「大
徳
丙
午 

(
一
◦
年
)
立
夏
拝
手
謹
書
」
と
結
ぶ
。

こ
の

元
刊
本
で
わ
が
国
に

現
存
す
る
も
の
は
、

す
べ
て
明
の
嘉
靖
ー
〇 

年
前
後
修
補
の
南
監
本
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ

れ

に

つ

い
て
述
べ
る
。
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史
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史
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明
初
ご
ろ
の
修
葉
が
あ
り
、
さ
ら
に
版
心
上
象
鼻
に
嘉
靖
九
年
、
同
一 

〇
年
補
刊
の
文
字
の
入
っ
た
葉
が
か
な
り
あ
る
。
巻
一
第
一
葉
か
ら
し
て 

そ
ぅ
で
あ
る
が
(
左
右
双
辺
、

ニ
ー
.九

X

一
 

五
.
七
^
)
、

四
周
双
辺
の 

原
刻
葉
の
残
存
も
少
く
な
く
、
そ
の
刻
エ
名
と
し
て
、
古
杭
占
閏
占
閏 

占
肖
楊
進
千
皿
中
玉
山
張
珍
陳
章
洪
な
ど
が 

あ
る
。
す
べ
て
が
白
ロ
、
線
黒
ロ
で
あ
る
の
に
巻
六
の
刻
エ
張
清
之
の
ニ 

葉
が
粗
黒
ロ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
少
く
と
も
嘉
靖
修
に
は
降
ら
ず
、
弘
治 

ご
ろ
の
補
刻
葉
で
あ
ろ
ぅ
か
。

前

稿

の

「
明
南
北
国
子
監
二
十
一
史
に
つ
い
て
」

(斯
道
文
庫
論
集
第 

一
八
輯
)
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
九
路
儒
学
本
の
十
史
の
版
木
は
、
元
至 

正
四
年
(
一
三
四
四
)
の
金
陵
新
志
以
前
に
集
慶
路
儒
学
に
集
め
ら
れ
、
 

明
の
南
京
国
子
監
に
受
継
が
れ
て
、
嘉
靖
七
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て 

は
、
宋
元
明
初
刊
本
各
種
と
合
わ
せ
ら
れ
て
二
十
一
史
を
整
え
、
全
面
的 

に
補
修
さ
れ
て
印
行
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
万
暦
年
間
に
か
け
て
刷
ら
れ
た 

の
が
こ
れ
ら
の
本
で
、
南
史
の
版
木
は
万
暦
一
七
〜
一
九
年
に
改
雕
さ
れ 

る
ま
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
ほ
ぼ
二
十
一
史
の
形
で
伝
え 

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
た
び
か
さ
な
る
補
修
の
年
代
な
ど
か
ら
お
よ
そ
の 

印
行
の
時
期
が
推
定
で
き
る
の
で
、
右
の
所
在
表
に
も
そ
れ
を
記
入
し
て 

お
い
た
。

台
湾
の
中
央
図
書
館
の
善
本
書
目
に
は
、
元
刊
南
史
に
関
し
て
、

1

八
◦
卷
四
〇
冊
信
州
路
孺
学
刊
本 

2

八〇卷
ニ
六
冊
同

 

明
南
監
修
補
本 

3

八
〇
卷
ニ
〇
冊

同
 

同

4

存
七
八
卷
一
九
冊
同 

5

存
ニ
六
卷
ー
〇
冊

同

6存
一
七
巻
七
冊
同

明
代
修
補
本
欠
首
ニ
卷

存

紀

四

〜

七

•
伝 

一
ー
五

•
 

こ

，
 

二
八
一
三
〇

•
三
四

i
四

四

• 

北

平

五
八
〜
六
〇

存

紀

ニ

-
ニ
•
六

•
七

•
伝
六 

こ
こ 

~

 

I

〇

.

二

I  
•

一
三
.
三
四 

北

平
 

〜

三

六

•
五
五
〜
五
七

7
存
四
四
卷
六
冊
明
初
覆
刊
信
州
路
儒
学
本
^
|
卜
.
^
*—
- 0
^

^

北
平

三

六

•
五
五
〜
七
〇 

存
伝
ニ
四

i
ニ

七

，

8
存
三
ニ
卷
八
冊
同

 

三
ニ
〜
£

ハ
•
六

一

北

平

〜
六
三

の

八
本
が
著
録
さ
れ
る
。

信
^
路
儒
学
刊
と
い
ぅ
の

が
即
断
で
あ

る

こ
と 

は
前
述
し
た
が
、
原

刻

本

(
1
5 

6
)
.
明

修

本

(
2 

3 

4
).

覆
刊 

本

(
7 

8

)

の

三
種
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ

の

ぅ

ち

1

〜

4

に
つ 

い
て
は
、
同
館
の
金
元
本
図
録
(
図
五
六
)
と
阿
部
隆
一
氏
の
中
国
訪
書 

志

(賴

ぜ

|
論
集
ー
0=.
輯

；̂

)

に

解
題
さ
れ
、

2

~

4

は
同
じ
く
至
嘉 

靖

一

〇
年
修
本
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

1

の
原
刻
本
で
あ
る
が
、

両
解
題
、
と
く
に

後
者
に
基
い 

て
述
べ
れ
ば
ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
〇
巻

元

大

徳

一

〇

年

〔広
徳
路
儒
学
〕
刊

〔明
中
期
〕
印

四

〇
冊 

後
補
淡
鶯
色
絹
表
紙
(
三
三 
>
<
ニ

〇

*
三

r
)
、

襯
装
。
首
に
南
史
目
録 

は
あ
る
が
、
大
徳
丙
午
の
蒯
東
寅
の
刊
書
跋
は
欠
。
巻
一
首
半
葉
は
図
録 

に
書
影
が
掲
げ
ら
れ
、
後
修
本
が
嘉
靖
ー
〇
年
の
修
葉
で
あ
る
の
に
、
こ 

れ
は
明
ら
か
に
原
刻
葉
と
見
え
て
、
上
象
鼻
に
「
四
百
八
」
の
字
数
が
、
 

下
象
鼻
に
「東
」
の
刻
エ
名
が
あ
る
。
首

題

はr

宋
本
紀
上
第
一
(隔
<
5 

南
史
一
」
、
次

行

(低
ニ
ー
格
)

「李

(I

一
一
一
)
延

寿

」
、
匡

格

は

四

周

双

辺

(
ニ 

一
.
八
X一

五

.
四r

)
、

毎
半
葉
有
界
ー
〇
行
、
行
ニ
ニ
字
。

版
心
は
白 

ロ
、
三
魚
尾
の
間
に
「
南
史
帝
紀
(
列

伝

)

幾
」
の
題
と
丁
付
、
そ
の
上
下



に
と
き
に
字
数
と
刻
エ
名
を
記
す
。
刻
エ
に
は
、

古
杭
占
閏
占
閏
占
古
杭
良
卿
良
卿
何
甫
何
甫
玉
山 

子
后
朱
敬
之
朱
苟
徐
進
卿
徐
進
僧

圮

僧

圮

張
珍 

張
后
張
伯
上
張
楊
木
易
木
易
陳
刁
陳
可
于
東 

虞黄翁中入弓伊其范洪引允鄭茂
 共皿王公董章方芦余な

ど
が
い
る
。

巻
八
〇
末
葉
の
下
象
鼻
に
、

「桐
学
儒
生
趙
良
窠
謹
書\

自
起
手
至
擱
筆
凡
十
月
」
の
ニ
行
が
あ
る
。

一
部
の
紙
背
が
正
徳
ー
五
年
(
一
五
ニ
〇
)
の
公
牘
紙
で
あ
る
と
い
う

か
ら
、
こ
れ
は
嘉
靖
九
年
の
わ
ず
か
一
〇
年
前
で
あ
り
、
そ
の
大
補
修
を

受
け
る
直
前
の
印
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明
の
南
監
で
は
弘
治
.
正
徳

中
に
補
修
を
行
っ
て
い
た
例
が
あ
る
が
、
こ
の
本
に
は
そ
れ
が
な
い
原
刻

本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
刻
エ
張
清
之
な
ど
の
葉
は
北
史
に
照
し

て
も
明
初
の
補
刻
か
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
北
京
図
書
館
本
に
嘉
靖
元
年
修

と
あ

り

、

北
史
に
は
同
元
年
、

ニ
年
の
修
が
実
在
す
る
が
、
こ
の
本
も
公

牘
紙
の
年
代
か
ら
言
っ
て
同
年
以
前
の
印
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
 

(2
)

原
刻
本
で
は
あ
り
え
ま
い
。
補
写
葉
が
往
々
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
が
嘉 

靖
修
本
で
そ
の
補
修
葉
に
代
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
当
時
、
版
木
が
失
わ 

れ
た
ま
ま
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

蔵
印
は
、r

史
鑑\

之
章
」
(陰
)
「
西
史
\邮

人
」
(陰
)
「
子
孫\

保
之
」 

(
明
史
鑑
)
、
「果
親
王
府
\
図
書
記
」
(清
果
恭
親
王
)
、
「孫
\
伯
淵
」
(陰
)
 

「
自
得\

居
士
」
(陰
)r

繡
衣\

執
法
ロ
\

□
印
」
(陰
)、
「
張
印\

釣
衡
」 

「
石
銘
\
収
蔵j 

r

石
銘
\
秘
复
」r

択
是
居
」
(̂:
R
)
「
呉
興
張
氏
適
園
収 

蔵
図
書j 

r

进

圃\

収
蔵
」
(清
張
釣
衡
)
。

こ
こ
に
嘉
靖
修
本
と
の
相
違
が
い
く
つ
か
あ
る
。

第
一
は
、
巻
頭
に
大
徳一

〇
年
の
序
跋
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
涵
芬
楼 

旧

蔵

.
北
京
図
書
館
現
蔵
の
八
〇
卷
三
ニ
冊
は
、
涵
芬
楼
燼
余
書
録
に
よ 

れ
ば
、
嘉
靖
初
年
の
補
版
が
あ
る
と
い
う
が
、
同

九

.
一
〇
年
の
補
刻
の 

年
記
に
触
れ
な
い
か
ら
、
や
は
り
そ
の
補
修
の
直
前
と
思
わ
れ
る
が
、
こ 

の
本
に
も
そ
れ
が
な
い
。
た
だ
ニ
本
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
た
ま
た
ま
脱
落 

し
た
も
の
で
も
あ
り
う
る
が
、

一
方
、
嘉
靖
修
本
の
大
半
は
そ
れ
を
備
え 

る
。
た
だ
し
、
嘉
靖
当
時
か
ら
第
三
葉
を
欠
い
て
、
他
葉
と
同
じ
半
葉
五 

行
の
冒
頭
にr

闕
」
と
刻
し
た
爵
紙
を
揷
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
第
一
.
 

二
葉
は
お
そ
ら
く
嘉
靖
の
補
刻
で
、
第
四
葉
が
あ
る
い
は
原
刻
か
と
見
え 

る
。
永
楽
大
典
に
全
文
が
発
見
さ
れ
て
、
百
衲
本
は
第
三
葉
の
部
分
を
補 

写
し
て
影
印
し
て
い
る
が
、
他
の
三
葉
も
同
筆
で
鈔
写
し
た
も
の
を
掲
載 

し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
嘉
靖
修
本
の
序
跋
の
字
様
と
見
て
は
な 

ら
な
い
。

刻
エ
は
、
さ
す
が
に
原
刻
本
と
い
う
こ
と
で
、
嘉
靖
修
本
よ
り
は
る
か 

に
多
い
。
そ
れ
は
後
に
修
葉
に
代
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
引
続
い
て 

本
文
は
原
刻
葉
の
ま
ま
で
、
字
数
と
と
も
に
刻
エ
名
が
削
ら
れ
た
場
合
も 

少
く
な
い
。
嘉
靖
修
本
に
は
卷
四
ー
第
一
八
葉
の
「古
杭
良
卿
刊
」
の
五 

字
が
な
い
し
、
巻
末
最
末
葉
の
下
象
鼻
の
版
下
鈔
手
名
の
ニ
行
も
失
わ
れ 

て
い
る
。

中
央
図
書
館
善
本
書
目
の
5 

6

の
ニ
本
も
、
北
平
図
書
館
善
本
書

目

(
一
九
三
三
序
刊
)
に
も
元
刻
本
と
あ
り
、
原
刻
本
、
少
く
と
も
嘉
靖

(3
)

修
本
以
前
の
印
本
と
見
て
誤
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
旧
京
書
影
に
、
(
242
) 

列
伝
ニ
九
之 

一
、

(243
)
列
伝
三
〇
之

一

四

(
末
葉
)

の
二
葉
を
掲
げ
る



が
、
こ
れ
は
5

の
存
ニ
六
巻
の
一
部
ら
し
く
、
そ
の
提
要
に
「
有
広
智 

退
隠
墨
記
」
と
い
う
も
の
も
前
者
の
欄
外
に
見
え
る
。
こ
れ
は
墨
印
ら
し 

く
、
そ
の
下
方
に
「観
書
以
進
徳
也
竊
\
書
虧
徳
幸
勿
為
之
」
の
ニ
行
も 

見
え
、
や
は
り
北
平
本
の
大
徳
刊
の
隋
書
な
ど
に
も
あ
る
が
、
こ
れ
と
書 

影
の
版
心
の
字
数
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
原
刻
本
で
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
嘉
靖 

修
本
の
こ
の
両
葉
は
、
前
者
が
補
刊
年
記
は
な
い
が
嘉
靖
修
葉
、
後
者
が 

原
刻
葉
だ
が
版
心
の
字
数
を
削
り
、
本
文
の
幾
字
か
に
埋
木
し
て
補
刻
し 

た
跡
が
あ
る
か
ら
、
逆
に
旧
京
書
影
所
掲
の
本
が
原
刻
本
で
あ
る
こ
と
が 

わ
か
る
。

中
央
図
書
館
本
の
7 

8

は
、
信
州
路
と

の

表
記
は
と
も
か
く
、
右 

の
元
刊
本
の
明
初
の
覆
刻
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
、
北
平
図
書
館
善
本 

書
目
も
明
刻
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
本
は
わ
が
国
で
は
静
嘉
堂
本
の
補
配 

二
葉
の
ほ
か
に
見
か
け
な
い
が
、
百
衲
本
の
過
半
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の 

で
、
次
の
項
で
扱
う
。

北
京
図
書
館
善
本
書
目
に
は
、
元
刊
本
と
し
て
は
完
本
二
部
が
著
録
さ 

れ
、

一
が
明
修
三
ニ
冊
、
他
が
嘉
靖
元
年
重
修
(
巻
七
五
.
七
六
配
明
周 

雲
治
抄
本
)

ニ
ー
冊
で
あ
る
。

前
者
が
す
で
に
や
や
触
れ
た
涵
芬
楼
旧
蔵
本
で
、
そ
の
燼
余
書
録
に
、
 

序
跋
が
な
い
こ
と
、
板
心
下
方
に
古
杭
良
卿
刊
の
五
字
と
桐
学
儒
生
趙
良 

窠
等
の
ニ
行
が
あ
る
こ
と
、
嘉
靖
初
年
の
補
版
が
あ
る
こ
と
、
を
い
う
の 

で
あ
る
。
北
史
に
も
嘉
靖
元
年
の
補
刻
が
か
な
り
と
、

ニ
年
の
も
の
が
少 

々
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
肯
け
る
。
古
杭
お
よ
び
桐
学
の
考
証
と
本
文
の
校 

勘
に
つ
い
て
も
相
当
の
字
数
を
費
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
次
に

取
り
あ
げ
る
。

も
う
一
本
に
は
嘉
靖
元
年
の
補
刊
年
記
が
あ
る
ら
し
い
。
燼
余
書
録
の 

記
述
に
も
う
ひ
と
つ
も
の
た
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
の
嘉 

靖
初
年
補
版
と
い
う
の
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
央
図
書
館
本
に
は
明 

修
が
な
い
と
い
う
か
ら
、
ま
し
て
嘉
靖
元
年
の
補
刻
年
記
は
見
当
ら
な
か 

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
紙
背
の
正
徳
ー
五
年
の
公
牘
紙
が
ニ
年
の
間
に
廃 

棄
さ
れ
て
こ
の
用
紙
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
中
央
本
も 

嘉
靖
元
年
以
後
の
印
行
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
関
係
が
定
か
に
な
ら 

な
い
。
さ
ら
に
嘉
靖
修
本
(
九

•
一
 

〇
年
)
は
原
刻
葉
を
相
当
数
も
残
し 

な
が
ら
、
そ
こ
に
は
同
元
年
の
補
刻
年
記
が
早
く
も
削
去
さ
れ
て
し
ま
っ 

て
い
る
。

一
方
、
燼
余
書
録
に
卷
中
と
き
に
残
葉
を
見
る
と
あ
る
が
、
次
に
述
べ 

る
こ
と
で
あ
る
が
、
百
衲
本
の
一
部
に
こ
の
涵
芬
楼
本
が
用
い
ら
れ
て
い 

る
内
に
、
版
心
の
小
黒
ロ
よ
り
も
粗
黒
ロ
と
い
う
べ
き
異
版
が
数
葉
づ
つ 

混
る
の
が
こ
の
残
葉
の
部
分
の
よ
う
で
あ
る
。
嘉
靖
修
本
で
は
こ
の
と
こ 

ろ
が
す
べ
て
嘉
靖
の
修
葉
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
前
に
は
欠
葉
で
あ
っ
た 

も
の
を
、
別
本
を
も
っ
て
補
っ
た
の
に
相
違
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
粗
黒 

ロ
葉
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
北
史
の
実
例
に
見
れ
ば
、
覆
刻
本
の
補
刻
葉 

で
あ
る
が
、
百
衲
本
に
用
い
ら
れ
た
覆
刻
本
は
7

の
四
四
卷
六
冊
と
思 

わ
れ
る
も
の
の
、
こ
の
本
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
力
で
あ
り
力
つ 

8

の
三
ニ
卷
八
冊
で
も
な
い
ら
し
く
、
出
所
が
推
定
で
き
な
い
。

と
も
か
く
百
衲
本
南
史
は
「
上
海
涵
芬
楼
影
印
北
京
図
書
館
及
自
蔵
元 

大
徳
刻
本
」
と
い
う
か
ら
、
以
上
に
述
べ
た
中
央
図
書
館
の
北
平
本
の
一



と
北
京
図
書
館
の
涵
芬
楼
本
を
底
本
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
南

史

序

(
刊
書
跋
)
は
こ
れ
ら
各
本
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
 

お
そ
ら
く
嘉
靖
修
本
を
参
照
し
て
行
格
を
同
じ
く
し
、
永
楽
大
典
か
ら
第 

三
葉
の
九
七
字
を
補
っ
て
、
新
た
に
全
四
葉
と
楷
書
で
鈔
写
し
た
も
の
を 

挿
む
。

第
三
葉
の
右
郭
外
に
は
、

r

是
葉
原
欠
依
永
楽
大
典
巻
之
一
万
一 

百
三
十
五
写
補
」
と
記
し
て
あ
る
。

そ
し
て
、
南
史
目
録
全
ニ
六
葉
、
続
い
て
卷
ー
全
三
〇
葉
が
大
徳
九
路 

儒
学
本
と
異
る
。
し
か
し
行
格
は
等
し
く
、
か
つ
字
様
も
や
や
似
せ
た
、
 

お
そ
ら
く
は
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
。
以
下
、
全
八
〇
巻
に
目
録
を
入
れ
て 

八
一
と
数
え
る
う
ち
、
こ
の
本
を
全
葉
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
ニ
四 

巻
、

一
巻
の
大
半
か
ら
過
半
に
及
ぶ
の
が
ニ
〇
巻
あ
る
。
逆
に
、
全
原
刻 

葉
が
わ
ず
か
に
ニ
巻
、
多
く
が
原
刻
で
あ
る
が
右
に
不
明
と
述
べ
た
粗
黒 

ロ
の
別
本
を
数
葉
づ
つ
含
む
の
が
二
三
巻
、
こ
れ
に
準
ず
る
が
こ
の
覆
刻 

本
も
わ
ず
か
に
含
む
の
が
八
卷
、
そ
の
他
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
過
半 

は
覆
刻
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
百
衲
本
の
張
元
済
の
跋
に 

も
北
京
図
書
館
の
残
本
を
借
り
た
と
す
る
が
、
な
お
元
大
徳
本
と
称
し
て 

い
る
。
そ
し
て
、
各
巻
ご
と
に
原
刻
お
よ
び
覆
刻
葉
の
分
布
を
み
る
と
、
 

ま

ず

7

の
存
四
四
卷
六
冊
の
覆
刻
本
を
基
準
と
し
て
、
こ
の
本
の
存
す 

る

と

こ
ろ
は
こ
れ
を
使
用
し
、
そ
の
欠
け
る
と
こ
ろ
を
涵
芬
楼
本
の
原
匆 

葉
そ
の
他
で
補
っ
た
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
原
刻
葉
に
古
杭
占
閏
.
古
杭
良
卿
ら
の
刻
ェ
や
卷
尾
の
版
下 

書
き
の
名
前
な
ど
が
み
え
る
特
殊
な
場
合
は
、
便
宜
こ
れ
を
も
っ
て
覆
刻 

葉
と
差
し
か
え
た
ら
し
い
。
そ
れ
も
影
印
に
際
し
て
鮮
明
を
慮
っ
て
漫
漶 

の
と
こ
ろ
に
か
な
り
加
筆
を
行
っ
た
よ
う
で
、

た
と
え
ば
後
者
の
句
の

r

擱
*
」
が
、
中
央
図
書
館
図
録
.
中
国
訪
書
志
の
記
述
と
異
っ
て
「閣 

筆
」
と
な
つ
て
い
る
。

涵
芬
楼
本
は
全
巻
を
備
え
、
嘉
靖
九
.
一
〇
年
の
大
修
補
の
以
前
の
印 

本
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
百
^
本
跋
に
も
い
う
よ
う
に
「
多
漫

?:,!
不
可 

読
」
の
難
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
粗
黒
ロ
葉
の
と
こ
ろ
が
多 

分
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
欠
葉
が
少
く
な
い
た
め
の
措
置
で
は
あ
っ
た
の 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
百
衲
本
に
は
珍
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
全
巻 

に
つ
い
て
は
無
論
の
こ
と
、

一
巻
の
う
ち
に
さ
え
数
本
を
断
ら
ず
に
混 

え
、
か
つ
底
本
を
定
か
に
し
な
い
別
本
を
挿
入
す
る
な
ど
、

一
貫
性
を
欠 

く
こ
と
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
疑
間
を
抱
か
せ
る
編
纂
の
方
法
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
南
史
の
刊
地
の
問
題
で
あ
る
。

広
徳
路
儒
学
説
に
つ
い
て
は
、
張

元

済

(
百
衲
本
南
史
跋
•
校
史
随 

筆

.
涵
芬
楼
燼
余
書
録
)
、
神
田
喜
一
郎
(
元
大
徳
九
路
本
十
七
史
考
)
、
 

阿
部
隆一

(
中
国
訪
書
志
)
の
三
氏
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ 

れ
>
を
総
合
、
要
約
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

冒
頭
の
刊
書
序
の
現
在
は
欠
葉
の
部
分
に
「桐
川
偶
得
南
史
」

と
あ 

り
、
末
尾
の
版
下
書
の
識
語
に
「桐
学
儒
生
趙
良
」
と
あ
っ
た
。
張
氏
は 

明
一
統
志
に
よ
っ
て
、
広
徳
州
の
桐
水
、
広
信
府
の
桐
木
水
、
貴
溪
県
の 

桐
源
書
院
と
、
江
東
建
康
道
管
内
に
桐
川
と
桐
学
を
探
し
求
め
た
が
特
定 

で
き
ず
、
む
し
ろ
刻
エ
名
の
一
部
に
冠
す
る
古
杭
の
名
か
ら
浙
江
の
桐
廬 

県
学
と
解
し
て
杭
州
刊
本
か
と
し
、
杭
州
刻
.
広
徳
路
刊
と
し
て
刊
地
と 

雕
板
地
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
で
よ
い
と
い
う
阿
部
氏
の
批
判
を
受 

け
て
い
る
。



こ
れ
に
対
し
神
田
氏
は
ま
ず
、
静
嘉
堂
現
蔵
の
南
宋
淳
熙
丙
申
刊
.
同 

辛
丑
修
の
史
記
の
序
跋
に
、
桐
川
郡
守
の
張
杆
と
耿
秉
に
よ
っ
て
郡
斎
に 

お
い
て
そ
れ
が
行
わ
れ
た
と
あ
る

こ
と
に
着
目
し
、

銭
大
昕
の
十
駕
斎
養 

新
録
卷
一
三
の
史
記
宋
元
本
の
条
に
、
こ
れ
を
広
徳
路
郡
斎
と
し
て
あ
る 

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
宋
末
嘉
熙
中
刊
の
新
編
方
輿
勝 

覧
卷
一
八
の
江
東
路
広
徳
軍
の
条
に
、
郡
名
と
し
て
桐
川
が
あ
り
、
そ
の 

下

に

「広
徳
県
西
南
有
桐
水
、
故
名
」
と
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か 

に
さ
れ
、
「
南
史
が
広
徳
路
の
刊
刻
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
ふ
余
地
が
無 

い
」
と
ほ

ぼ
断
定
さ
れ
た
。

た
だ
、
桐
川
郡
は
雅
名
で
あ
っ
て
実
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
宋
代
の
地 

理
書
の
広
徳
軍
広
徳
県
の
条
、
た
と
え
ば
太
平
寰
宇
記
卷一

〇
三
、
元
豊 

九
域
志
卷
六
、
輿
地
広
記
卷
ニ
四
、
輿
地
紀
勝
卷
ニ
四
な
ど
に
は
、
桐
水 

に
つ
い
て
は
必
ず
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
桐
川
郡
の
名
は
記
載
さ
れ
な
い 

し
、
大
元
一
統
志
の
輯
本
に
も
み
え
な
い
。
ま
た
、
近
世
の
広
徳
州
志
に 

も

{I S
I I
戀

8 2
_

|

。
|
冊
)
、

そ

の

地

名

に

っ

ぃ

て

も

、 

そ
の
郡
斎
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
は
刊
書
跋
に
み
え
る
郡
侯
呂
公
師
皐
.
 

同
知
張
公
雲
翼
に
つ
い
て
も
、
該
当
す
る
記
事
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
ぅ
な
中
で
神
田
氏
が
新
編
方
輿
勝
«
の
桐
川
郡
に
注
目
さ
れ
た 

こ
と
は
卓
見
と
い
ぅ
べ
く
、
雅
名
に
つ
い
て
も
一
言
さ
れ
て
い
て
、
南
史 

広
徳
路
刊
説
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
古
杭
に
つ
い
て 

は
未
明
だ
が
、
北
史
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
る
。

明

初

覆

元

大

徳一

◦
年
広
徳
路
儒
学
刊
本

前
掲
の
7

 

8

の
百
衲
本
の
過
半
に
用
い
ら
れ
た
覆
刻
本
は
、
む
ろ

ん
行
格
は
一
〇
行
ニ
ニ
字
と
元
刊
本
に
同
じ
だ
が
、
匡
郭
は
そ
の
四
周
双 

辺
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
左
右
双
辺
で
あ
り
、
字
様
が
だ
い
ぶ
劣
る
。
版
心 

は
似
た
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
下
方
の
刻
エ
名
が
異
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
刻
エ
名
は
左
に
表
示
す
る
が
、
す
で
に
中
国
訪
書
志
に
し
ば
し
ば 

指
摘
さ
れ
て
い
る

通
り
、

a
北

史

.
b
遼

史

.
C
金

史

.
d
古

史

.
e
古 

今
紀
要•

f
慈
溪
黄
氏
日
抄
分
類
.
g
唐
文
粋
の
元
末
明
初
ご
ろ
の
刊
本 

に
同
名
の
者
が
頻
繁
に
見
え
る
。
刻
エ
名
の
下
の
a 
b

e
は
、
こ
の
各
本 

に
共
通
す
る
場
合
の
記
号
で
あ
る
。
こ
の
七
書
の
刻
エ
名
は
、
次
掲
の
各 

本
か
ら
採
っ
た
。

a
北
史
残
六
九
卷
ニ
六
冊

 

台
北
中
央
図
書
館
(
北
平
) 

b
遼

史

一

一

六

巻

一

◦
冊 

静
嘉
堂
文
庫
(
百
衲
本
も
同
版
)

C
金
史 

百
衲
本
一
三
五
巻
中
の
五
八
巻 

d

古
史
六
〇卷
八
冊

 

台
北
故
宮
博
物
院 

中
国
訪
書
志
B

49

>

古
今
紀
要
残
七
卷
四
帖
台
北
故
宮
博
物
院 

同 

i慈
溪
黄
氏
日
抄
分
類
残
ニ
九
卷
一
九
冊
台
北
中
央
(
北
平
} 

同 

九
七
卷
ニ
四
冊 

台
北
中
央 

>

文

粋

一

〇
〇
巻 

八冊内閣文庫

同

3
子
中
^
 

4
六
彦
?h 

付
名
仲
：
 

江
六
a 

7
伯

安

a

一〇
冊
台
北
故
宮
博
物
院

A
73 

B
149 

C
129

A
152

子
畏
9
 

六
晏
fa
gh

#

彦

成

“

江

同
? ̂

白

 Jliya

h

子
記
f 

友
永
茂
〔
 

#
資

ea
fh 

江
后 

余
長
寿
一

子

高

：！
^

双

平 

)
名

遠 

江

貴

全 

呉

原

礼
h

士

通
ea
fh 

£

老
ea
fh 

江
子
名
一 

汝

敬
eb
fc 

呉

福
ea
fh



肖
寄
^

^

志
道
^

パ

8
侍
者 

孟
和
f 

孟
達 

易
林 

9
姜
原
良
a 

彦
従
b 

彥

正
da
fb
gc 

范
双
平 

范彥

e 

范
彦
成 

原
礼
“
れ
"

徐
子
中
5 

徐
林 

張
名 

張
伯 

章
毫
da
e 

郭
名
b 

陳
四
b 

陳
立 

陳
魯
fa
gb
d 

陸付“

遍
お

da
gb 

景
中
ea
fb
gc
d 

景
舟
^

2

貴
全
^

8(1 

黄
侍
a 

黄
孟
竜
む
パ
黄
保
ハ
れ
6 

虞
子
記
：
^

"

虞
子
徳
“
パ
虞
子
璋 

虞
亮
ea
fb
gc
d

虞
孟
徳 

詹
現
け
％

劉

本

fa
gb
d 

劉

伏

^

れ

劉

伯

安

8?

劉
宣
ea
fc
gd
劉

汽

^

潘

囂

^

羅
雄
自

こ
れ
だ
け
相
互
に
共
通
す
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
地
域 

で
刊
刻
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
国
訪
書 

志
の
右
の
古
史
の
項
に
は
、
莫
伯
驥
の
五
十
万
巻
楼
蔵
書
目
録
初
編
卷
五 

に
、

「楊
氏
所
刻
留
真
譜
有
元
刊
古
史
、

半
葉
十
四
行
.
行
二
十
四
字
。
 

楊
氏
又
有
明
初
刊
本
、

曾
於
題
記
潘
書
時
及
之
。

伯
驥
玫
明
陸
氏
中
和 

堂
随
筆
、

称
洪
武
二
十
三
年
福
建
布
政
使
司
進
南
唐
書
.
金

史

•
蘇
轍 

古
史
、
初
上
命
礼
部
遣
使
購
天
下
遺
書
、
令
書
坊
刊
行
、
至
是
三
書
先
成 

進
之
。

楊
氏
之
本
当
即
此
時
所
刻
。」

と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
れ
を 

支
持
し
て
洪
武
年
間
(
一
三
六
八
〜
九
八
)
福
州
刊
と
し
て
い
る
。
陸
深

周
同

fa
周
寿
fa
g b
d 

林
安
ea
fb
gc
d 
林
備 

彦
和
d a
e b
f c

彦
珍 

范
通
fb
gd
e
lo
原
文 

徐
彥

正

11

張
名
遠
d a
f b
g c 

連彥

f a
g b

連
豸
t f
c a 

陳彥
 

陳彥

博
a 

媿
名
f a
g c

媿
海
d a 

黄
子
高
ハ
以
黄
志
道
^

13

葉
禾
b 

葉
松
^
 

虡
后
ea
fb
虞
良 

14
熊

仏

林

3

15
劉

八

“

。 

劉
宗
”

劉
保
^

%

(
明
史
二
八
六
.
一
四
七
七
〜
ー
五
四
四
)
は
弘
治
一
八
年
(
一
五
〇
五
)

の
進
士
で
、
中
和
堂
随
筆
上
(
百
陵
学
山
所
収
)
に
こ
の
記
事
は
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
南
史
も
、
北
史
と
と
も
に
、
先
ず
成
っ
た
南
唐

書

.
金

史

•
古
史
の
三
書
に
次
ぐ
明
初
の
福
建
刊
本
と
考
え
ら
れ
る
。

百

衲
本
の
粗
黒
ロ
の
葉
は
こ
の
補
刻
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
涵
芬
楼
の

元
刊
本
の
欠
葉
で
あ
る
ら
し
い
と
こ
ろ
に
揷

入
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
底
本

は
わ
か
ら
な
い
。

7

の
存
四
四
巻
を
用
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
は
補
刻
葉 

(
4
)

は
な
く
、

原
刻
本
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

8

の
存
三
ニ
冊
は
百
衲
本
に
ま
っ 

た
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。

な
お
、
こ
の
南
北
史
の
刻
エ
の
ぅ
ち
、
江
子
名
汝
敬
周
寿
范
双
評 

張
名
遠
の
五
名
は
、
元
の
泰
定
元
年
(
一
三
ニ
四
)
西
湖
書
院
刊
、
後
至 

元
五
年a

三
三
九
)

•

〔
明
初
〕
遁
修
の
文
献
通
考
三
四
八
卷
(
静
嘉 

堂
等
蔵
)
の
補
修
も
行
っ
て
い
る
。
他
に
い
わ
ゆ
る
眉
山
七
史
の
補
刻
な 

ど
南
監
系
の
諸
書
に
、
文
献
通
考
の
か
れ
ら
も
含
め
た
刻
エ
と
相
互
に
共 

通
す
る
者
も
何
名
か
い
る
。
文
献
通
考
に
つ
い
て
は
原
刻
お
よ
び
両
度
の 

補
修
の
区
別
が
な
か
な
か
判
定
し
に
く
い
が
、
右
の
陸
深
の
文
と
古
史
.
 

金
史
の
刻
エ
が
共
通
す
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
洪
武
後
半
か
ら
次
の
建 

文
、
永
楽
初
あ
た
り
の
再
修
の
葉
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か 

し
実
際
に
は
、
元
後
至
元
と
明
洪
武
で
は
半
世
紀
ほ
ど
の
年
代
差
が
あ
る 

の
に
、
こ
れ
ら
刻
エ
の
修
葉
が
版
面
か
ら
は
あ
ま
り
そ
の
差
異
が
認
め
ら 

れ
ず
、
ど
ち
ら
と
も
言
い
に
く
い
こ
と
と
、

次
に
触
れ
る
元
の
至
順
三
年 

(
一
三
三
ニ
)

建
昌
路
刊
南
北
史
と
の
関
係
で
、

多
少
の
疑
問
が
残
る
。
 

つ
ま
り
、
陸
深
の
文
を
無
視
す
れ
ば
、
か
れ
ら
が
文
献
通
考
の
後
至
元
修 

と
至
順
三
年
南
北
史
の
刻
エ
た
り
え
、
こ
の
南
北
史
は
建
昌
路
刊
と
な
る



か

ら

で

あ

る

。

も
う
一
つ
、
建
昌
路
刊
の
南
北
史
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
神
田
氏
の 

論
玫
に
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
孫
毓
修
中
国
雕
版
源
流
考
所
収 

の

「
元
瑞
州
路
学
刊
本
隋
書
欧
郷
周
自
周
序
」
の
、
至
順
三
年
(
一
三
三 

ニ
)
に
粛
政
廉
訪
司
が
建
昌
路
に
南
北
史
の
刊
刻
を
命
じ
た
と
い
う
も
の 

で
あ
る
。

こ
れ
は
江
西
湖
東
道
粛
政
廉
訪
司
が
江
東
建
康
道
よ
り
ニ
五
年
ほ

ど

遅 

れ
て
、•
再
び
十
史
の
刊
行
を
企
て
た
も
の
の
よ
う
で
、
す
で
に
史
記
•
両 

漢

書

.
三
国
志
.
唐

書

•
五
代
史
の
六
史
が
諸
路
に
完
成
し
て
お
り
、
隋 

書
も
こ
の
際
で
き
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
龍

昌

路

(
龍
興
路
か
)
の
晋
書 

と
と
も
に
、
こ
の
年
を
さ

ほ

ど

隔
て
な
い
で
、
建
昌
路
で
南
史
.
北
史
も 

刊
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
粗
黒
ロ
本
は
、
南
北
史
と
も
版
式
が 

共
通
し
て
い
る
し
、
右
に
述
べ
た
文
献
通
考
の
後
至
元
修
と
の
関
係
も
あ 

り
、
ま
た
、
大
徳
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
至
順
建 

昌
路
本
と
関
係
が
あ
る
か
と
思
わ
せ
な
い
で
も
な
い
が
、
陸
深
の
記
事
と 

古

史

.
金
史
の
刻
エ
が
明
ら
か
に
合
致
す
る
以
上
、
洪
武
二
三
年
ま
で
の 

六
〇
年
余
の
差
は
如
何
と
も
埋
め
が
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
建
昌
路
本 

は
現
存
せ
ず
、
実
態
が
わ
か
ら
な
い
。

ニ北史
南宋
中期
建刊
本

北
史
に
は
南
禾
前
期
の
刊
本
が
残
存
し
な
い
が
、
南
宋
中
期
の
建
刊
本 

が
二
部
、
静
嘉
堂
文
庫
と
北
京
図
書
館
と
に
存
す
る
。
黄
善
夫
本
史
記
の

系
列
の
、
お
そ
ら
く
十
史
を
形
成
す
る
う
ち
の
一
と
思
わ
れ
る
。

戋

长

へ

存

卷

ニ

.
六

〜‘I

八

•
ニ
o

i
一
九
.
—十

、

一

券

芬

才

一

三

一

人

〇

.
九

三

〜

九

八

ニ

8

)

言
ノ
ー 

笔

〔南
：木

中

期

建

安

〕
刊 

八
〇
冊 

静
嘉
堂
文
庫
蔵 

北
京
本
も
ニ
七
卷
存
す
る
が
、
大
半
の
現
存
の
巻
次
が
両
者
に
共
通
し 

て
い
て
Y
北
京
本
が
静
嘉
堂
本
の
巻
一
九
.
三
〇
の
ニ
巻
を
補
う
に
す
ぎ 

ず
、
な
お
巻
一
.
三
〜
五
.
八
一
〜
九
ニ
.
九
九
の
計
一
七
巻
を
欠
く
。

後
補
金
切
箔
散
藍
色
絹
表
紙
(
ー
ー
六
.
四

>
<
ー
六
.
七
|;ン}
、
金
譲
玉
装 

(
料
紙
高
さ
ニ
四r

)
。

巻
一
は
欠
巻
で
、
巻
ニ
の
巻
首
は
「
魏
本
紀
第
二 

S

ハ
格
)
北
史
一
一
」

と

題

し

、

左

右

双

辺

(
一
一
〇

•
七

X

一
二
.
七

3

、

一 

〇
行
一
八
字
。

版
心
は
線
黒
ロ
ま
た
は
白
ロ
、

双
魚
尾
の
間
に
「北
已 

(
記

.
伝
)
幾
」
の
よ
う
に
題
し
、

下
象
鼻
に
丁
付
を
刻
す
る
が
、

字

数

.
 

刻
エ
名
は
な
い
。
耳
格
に
小
題
。
列
伝
は
各
巻
首
に
伝
目
を
立
て
、
さ
ら 

に
本
文
中
に
各
人
の
題
に
一
行
を
と
る
の
は
三
国
志
(
百
衲
本
所
収
)
と 

同
じ
く
、
や
や
右
上
り
で
固
い
感
じ
の
字
様
、
行
格
と
も
南
米
中
期
建
刊 

正
史
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
形
式
で
あ
る
。
尾
題
は
「序
伝
第
八
十
八
(隔
五
格5 

北
史
ー
百
」
。

避
諱
欠
筆
は
、

玄
朗
驚
弘
匡
恒
恒
禎
貞
徴
樹
讓
桓
構
慎
敦 

墩
廓
等
の
諸
字
に
行
わ
れ
る
。

「季
振
宜
\
蔵
書
」
印
が
各
冊
首
に
あ
る
。

残

本

(
存

卷
r

I

K 
•
四

九

)

計

ニ

七

卷

〔南
：木

中

期

建

安

〕
刊 

一
三
冊 

北
京
図
書
館
蔵 

常
熟
瞿
氏
鉄
琴
銅劎

楼
旧
蔵
本
で
、
そ
の
宋
本
書
影
に
巻
一
三
后
妃
伝 

上
第
二
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

静
嘉
堂
本
と
同
版
で
あ
る
。

r

汪
士 

鍾
字
春
霆
号
琅
圃
書
画
記
」
ほ
か
の
朱
印
を
捺
す
と
い
う
。



同
じ
く
蔵
書
目
録
卷
八
に
は
、
存
卷
を
列
伝
巻
一
至
卷
ニ
十
六
及
卷
三 

十
七
と
示
し
、
楮
墨
精
好
と
い
っ
た
あ
と
に
、
汲
古
閣
本
と
の
校
合
の
結 

果
を
、
ほ
ぼ
各
卷
に
一
例
以
上
、
計
五
四
例
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭 

は
間
有
脱
字
と
し
て
、
后
妃
の
五
字
と
于
文
忠
伝
の
ニ
四
字
の
誤
脱
例
を 

指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
は
汲
古
本
に
対
し
て
こ
の

誤
ら
ざ
る
例 

で
、
汲
古
本
よ
り
善
処
が
甚
だ
多
い
と
す
る
。

こ
こ
に
挙
例
の
箇
所
を
、
百
衲
本
お
よ
び
校
点
本
の
底
本
の
元
大
徳
信 

州
路
儒
学
刊
本
と
校
し
、

関
連
す
る
北
史
の
他
の
箇
所
、

魏

書

•
北
斉 

書

•
隋
書
の
関
連
記
事
と
較
べ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
ぅ
な
こ
と 

が
わ
か
る
。

ま
ず
、
汲
本
非
と
す
る
ぅ
ち
の
ニ
^
は
、
実
は
こ
の
宋
本
の
方
が
正
し 

く
な
い
。
と
く
に
卷
ニ
六
許
彦
伝
(付
許
宗
之
伝
)
の

「
太
武
聞
之
日
」 

の

「太
武
」
は
、
汲
本
だ
け
で
な
く
元
本
等
も
「
文
成
」
と
し
て
い
て
、
 

校

点

本

(
九
四
五
頁
)
も
こ
れ
を
採
っ
て
い
る
が
、
魏
書
卷
四
六
の
同
伝 

に

も

「
高

宗

(
文
成
帝
)
」

と
あ
っ
て
、
宋
本
が
な
ぜ
こ
れ
を
改
め
、
さ 

ら
に
瞿
目
が
そ
れ
を
支
持
し
た
か
解
せ
な
い
。
ま
た
、
魏
書
等
の
同
じ
記 

事
と
較
べ
、
文
意
を
按
じ
て
も
、
汲
本
の
方
が
元
本
な
ど
と
と
も
に
正
し 

い
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
、
他
に
ニ
例
は
あ
る
。

し
か
し
、
大
半
は
汲
本
に
勝
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り

善
本
で
あ
る
こ
と 

は
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
校
点
本
は
、
南
史
と
同
じ
く
元
本
を
底
本
と 

し
て
諸
本
を
参
照
し
、
こ
の

宋
本
も
査
対
し
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

校 

勘
記
に
明
記
し
て
、
元
本
以
下
を
斥
け
て
宋
本
を
採
っ
た
場
合
が
、
こ
の 

挙
例
の
う
ち
に
ニ
つ
あ
る
。
魏
書

と

通
志
の
記
事
が
勘
案
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
は
じ
め
の
誤
脱
の
例
を
み
る
と
、
后
妃
伝
の
脱
五
字
は
連
続

で
な
く
、
北
斉
の
八
十
一
御
女
の
称
の
う
ち
第
一
ニ
の
豔
腕
が
抜
け
、

一
 

七

•
ニ
五
•
三
六
の
各
一
字
を
落
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
本
はI

I

婉
は
あ 

る
が
、
他
の
三
字
の
箇
所
は
空
格
で
あ
る
。
北
斉
書
后
妃
伝
は
早
く
失
わ 

れ
た
か
ら
こ
れ
が
唯
一
の
記
事
で
あ
ろ
う
が
、
北
史
も
禾
元
時
代
に
不
明 

確
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

結
局
、
宋
本
は
汲
本
よ
り
か
な
り
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
元
本
も
同
様
で
あ
る
か
ら
、
校
合
は
百
衲 

本

.
校
点
本
の
底
本
の
元
本
と
し
な
け
れ
ば
、
本
文
の
善
悪
を
考
え
る
た 

め
に
は
意
味
が
乏
し
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
静
嘉
堂
本
の
冒
頭
の
巻 

ニ
魏
本
紀
に
つ
い
て
宋
本
.
元
本
を
対
比
し
て
み
る
と
、
こ
の

巻
は
宋
本 

が
三
七
葉
、
元
本
が
三
八
葉
と
や
や
長
い
せ
い
も
あ
る
が
、
宋
本
の
方
に 

一
五
字
ほ
ど
も
誤
字
が
多
い
。
そ
れ
も
、
校
点
本
の
校
勘
記
に
宋
本
も
含 

む
元
本
以
下
の
各
本
の
誤
り
を
三
〇
も
訂
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の

校
勘
記
に 

は
断
っ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
校
点
本
が
宋
元
本
を
退
け
て
魏
書
本
紀 

に
従
っ
て
い
る
ら
し
い
例
が
五
つ
は
あ
る
う

え

の

こ

と

で
あ
る
。

一
方
、
 

宋
本
が
元
本
よ
り
正
し
い
場
合
が
一
例
だ
け
あ
る
。

そ
の
他
の
数
卷
も
校
合
し
て
み
た
が
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
得
た
。
南 

宋
中
期
の
建
刊
本
は
、
三
国
志
な
ど
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
明 

刊
の
諸
本
に
は
勝
る
も
め
の
、
宋
元
の
官
刻
本
に
較
べ
て
や
は
り
善
本
と 

は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

元

大

徳

信

州

路

儒

学

刊

本

元
大
徳
九
路
儒
学
刊
の
北
史
は
、
現
存
本
の
数
も
比
較
的
多
く
、
刊
刻 

の
地
も
信
州
路
と
明
ら
か
で
あ
る
。
刊
書
序
の
類
が
な
い
か
ら
、
年
代
は



確
定
で
き
な
い
が
、
南
史
の
大
徳
一
〇
年
を
そ
う
離
れ
る
こ
と
は

あ
る
ま 

い
。
刊
地
に
つ
い
て
は
、
信
州
路
な
い
し
は
路
内
の
各
儒
学
.
書
院
の
名 

が
ほ
と
ん
ど
毎
葉
の
版
心
上
象
鼻
に
雕
ら
れ
て
い
る
。

南
北
史
は
と
か
く
同
時
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
版
式
上
そ
の 

ほ
か
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
が
、
北
史
も
明
南
監
二
十
一
史
の
一 

と
し
て
万
暦
ま
で
用
い
ら
れ
た
か
ら
、
嘉
靖
ー
〇
年
修
本
は
わ
が
国
に
も 

か
な
り
存
す
る
。
し
か
も
、
明
初
な
い
し
は
嘉
靖
初
年
ま
で
の
補
修
の
、
 

原
刻
の
残
存
の
多
い
本
も
い
く
つ
か
存
す
る
。

そ
の
第
一
は
百
衲
本
の
底
本
の
北
平
図
書
館
旧
蔵
.
台
北
の
中
央
図
書 

館
現
蔵
の
六
五
卷
三
ニ
冊
で
あ
る
。

,
„

こ
/

存

卷

一

•
ニ

•
五

•
六

•
九

~

一

四

ニ

七

~
ニ

0

.

ニ

ー

二

〜

\

残

本

_—
ニ

.
四
ー
~
四

九

.
五
六
~
六

四

.
六

八

~
七

一

.
七
四

~
1

タ

' 

\

八

三

.
八

六

一

九

〇

.
九

五

•
九

六

.
九

九

.

一
〇

0 

}

〔
元
大
徳
〕
信
州
路
儒
学
刊
〔
元
末
〕
修 

三
ニ
冊

現
在
の
中
央
図
書
館
の
善
本
書
目
で
は
、
巻
ニ
ニ
(伝
一
〇
)
が
存
し
、

卷

八

三

(
伝
七
一
)
が
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
も

の
で
あ
る
か
ら
当
然
と
し
て
も
、
百
衲
本
の
内
容
は
北
平
図
書
館
善
本
書

目
の
卷
次
と
合
致
す
る
。
し
か
も
、
各
一
巻
の
増
減
で
あ
る
か
ら
存
卷
の

合
計
が
変
る
は
ず
が
な
い
の
に
、
中
央
目
録
は
六
七
巻
と
誤
算
し
て
い
る

(
5
)

し
、
こ
こ
で
は
北
平
目
録
の
方
を
採
っ
た
。

百
衲
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
目
録
は
じ
め
三
五
巻
を
欠
く
よ
う
で
あ 

る
が
、
残
巻
は
ほ
と
ん
ど
原
刻
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
巻
二
八
に
趙
伯
川
、
 

巻
六
一
か
ら
六
四
に
か
け
て
王
王
安
楊
茂
卿
張
克
明
と
い
う
刻H

 

の
雕
っ
た
九
葉
だ
け
が
、
元
末
ご
ろ
の
補
刻
と
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
 

一
応
は
完
成
し
た
も
の
の
ご
く
一
部
に
な
ん
ら
か
の
欠
陥
が
あ
っ
て
雕
り 

直
し
た
と
い
う
よ
う
な
ご
く
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な

•
j

存
一
一
七
巻 

一
三
冊

い
。
し
か
し
、
元
修
本
で
あ
る
こ
と
は

認
め
ざ
る
を
え
な
い
。

た
だ
し
、
次
に
述
べ
る
静
嘉
堂
本
に
行
わ
れ
て
い
る
嘉
靖
元
.
ニ
年
の 

補
刻
は
な
く
、
さ
ら
に
巻
六
四
の
静
嘉
堂
本
で
は
お
そ
ら
く
明
の
弘
治
正 

徳
ご
ろ
の
修
の
傅
継
之
と
張
清
之
の
葉
、
同
じ
く
巻
七
九
の
呂
、
同
じ
く 

巻
八
九
.
九
〇
の
朱
と
章
良
之
の
葉
、
計
七
葉
が
、
こ
の
本
で
は
原
刻
の 

葉
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
明
の
補
修
は
入
っ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
善
本
で
、
欠
卷
が
比
較
的
少
い
と
こ
ろ
か
ら
、
百
衲
本
は 

こ
れ
を
主
た
る
底
本
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
京
書
影
に
、
卷
四
首
半
葉 

(
244
)
、

卷

四

八

尾

半

葉

(

245
)

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

旧
北
平
本
は
中
央
図
書
館
に
は
も
う
一
部
あ
る
。

i

、

/

存

九

ニ

0

丄

七

ニ

八

-
;--.
五

.
三
六 

残

本

{
五

ニ

~

五

五

•
五

八

~

六

〇

•
七

八~

八
三 

タ

' 

\

八

六

〜

八

八

.
九

一

一

九

三

.
九

五

.
九
丄

北
平
図
書
館
善
本
書
目
で
は
、
卷
ニ
〜
四
も
あ
っ
て
ニ
九
巻
で
あ
っ
た

(6
)

が
失
わ
れ
た
ら
し
く
、
ま
た
逆
に
卷
八
三
(伝
七
一
)
が
増
え
て
い
る
。
 

両
目
録
と
も
元
刻
本
•
元
大
徳
間
信
州
路
儒
学
刊
本
と
し
て
い
て
、
原
刻 

か
明
初
修
か
で
あ
ろ
う
が
、
未
調
査
の
た
め
定
か
で
な
い
。

な
お
、
や
は
り
北
平
図
書
館
旧
蔵
の 

存

三

六

卷

§̂

7 -
^

に
^

以

お| ?

は
大
戦
後
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

次
で
、
同
じ
く
中
央
図
書
館
蔵
本
で
あ
る 

一

〇

〇

卷

〔
元
大
徳
〕
信
州
路
儒
学
刊

(巻
一
四~

一
八
補
配
明
初
覆
刻
明
修
本
)

九
三
冊 

同
館
の
金
元
本
図
録
(
図
五
七
)
お
よ
び
中
国
訪
書
志
(l
f

i l
c
80
) 

の
解
題
に
基
い
て
右
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
以
下
も
両
書
に
よ
る
。



後
補
金
砂
子
散
し
難
出
水
色
表
紙
(
ニ
七
.八
X

一
八
.
四
^
}
、
襯
装
。

詳
細
は
静
嘉
堂
本
の
項
に
譲
る
が
、

同
本
が
補
写
の
本
文
巻
首
は
、

r

魏

本
紀
第
一(I

五
)
北

史一
」

と
題
し
、

そ
の
匡
郭
は
双
辺
(
ニ
ー
.
七X

一
五
.
六

；
T
)
。

列
挙
さ
れ
た
刻
エ
名
の
中
に
南
史
の
と
こ
ろ
で
表
示
し
た

明
初
覆
刻
本
の
者
が 

一
◦
余
名
ほ
ど
含
ま
れ
、

(明
修
)

と
し
て
付
記
さ

れ
て
い
る
の
は
覆
刻
本
の
補
刻
刻
エ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
巻
一
四
〜
一
八

に
明
修
の
粗
黒
ロ
の
葉
が
多
く
、
他
は
ほ
と
ん
ど
元
印
で
あ
る
と
い
う
か

ら
、
こ
の
五
巻
が
明
初
の
覆
刻
本
、
か
つ
そ
の
明
修
本
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
第
一
〇

(
ニ
ー
)
面
の
帙
の
傅
増
湘
の
手
書
題
簽
に
「
此
書
海
源
閣

旧
蔵
、
庚
牛
冬
購
於
敞
市
、
頗
有
残
帙
、
先
後
訪
求
原
本
配
斉
。
王
申
五

月
重
装
記
。
書
潜
検
畢
」
と
あ
る
と
い
い
、
雙
鑑
楼
蔵
書
続
記
に
、
楊
氏

海
源
閣
で
九
巻
を
欠
き
、
傅
氏
の
も
と
で
四
ニ
巻
を
欠
い
て
い
た
と
い
う

か
ら
、
傅
氏
の
配
補
が
こ
の
五
卷
に
と
ど
ま
っ
た
は
ず
は
な
い
が
、
氏
の

一
〇
〇
卷
完
備
の
努
力
が
む
し
ろ
原
刻
な
い
し
は
そ
れ
に
準
ず
る
善
本
を

も
っ
て
結
実
し
た
た
め
に
、
い
ま
は
そ
れ
以
上
に
区
別
し
に

く

く
な
っ
て 

(7
)

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

蔵

印

はr

季
振
宜\

蔵
書
」
、
「
恩
福
堂\

蔵
書
印
」
S
)、
「
曾
経\
我 

眼
」
(陰
)、

「楊彥

合
\
読
書
印
」r

宋
存
書
室
」
(陰
)
「楊
氏
海
\

源
閣 

蔵
」

「
可
為\

知
者
道
」

(陰
)
「秋
崧
\
斎
印
」
「
楊
紹
和
」
「
瀛
海
\
僳 

班
」

「
海
源
閣
」

「
楊
保
彝
\
蔵
本
」
「晋
生\

心
賞
」
、

「傅
印\

増
湘
」 

(陰
)
「
蔵
園
」
「
雙
鑑
楼
\
蔵
書
印
」
「
江
安
傅\

玩
叔
収\

蔵
善
本
」
「
企 

驊
軒j 

S
)
「
雙
鑑
楼\

珍
蔵
印
」r

忠
謨\

継
鑑
」
S
)。

金
元
本
図
録 

に

は

他

に

「
佩
徳
斎
蔵
」
(陰
)、

「傅
沅
叔
蔵
書
記
」r

江
安
傅
増
湘
沅
叔 

珍
蔵
」

「
江
安
傅
氏
洗
心
室
蔵
」

「
江
安
傅
氏
蔵
園
鑑
定
書
籍
之
記
」

「
沅

叔
」
「萊
娯
室
」
の
諸
印
も
捺
す
と
い
う
。

北
京
図
書
館
善
本
書
目
に
は
次
の
二
部
が
著
録
さ
れ
る
。

一
〇
〇
巻 

明
嘉
靖
元
年
重
修
本 

四
八
冊 

一
〇
〇
卷
 

明

修

本

(
巻
七
〜
九
配
明
初
刻
本
) 

六
◦
冊

前
者
は
中
国
版
刻
図
録
図
三
◦
四
に
巻
二
八
の
首
半
葉
が
掲
げ
ら
れ
、
 

嘉
靖
元
年
重
修
本
と
い
う
か
ら
、
同
ニ
年
修
の
静
嘉
堂
本
と
そ
う
変
ら
な 

い
と
思
わ
れ
る
。
同
本
に
は
五
巻
弱
の
欠
巻
が
あ
る
も
の
の
、
同
ニ
年
の 

修
葉
は
四
一
葉
と
少
い
が
、
北
京
目
録
が
こ
れ
を
見
逃
す
こ
と
も
あ
る
ま 

い
か
ら
、
元
年
の
印
本
な
の
で
あ
ろ
う
。

後
者
は
涵
芬
楼
旧
蔵
で
、
同
燼
余
書
録
著
録
本
。
さ
ら
に
蔣
香
生
旧
蔵 

と
あ
る
が
、
版
に
つ
い
て
は
「
稍
有
欠
葉
、
以
別
一
元
本
及
明
補
版
配
」 

と
い
う
だ
け
で
、
北
京
図
書
館
善
本
書
目
の
「
明
修
」
と
の
関
係
が
明
ら 

か
で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
主
体
は
お
そ
ら
く
嘉
靖
元
年
の
修
補
が
行
わ 

れ
る
以
前
の
明
修
本
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
同
版
の
こ
れ
も
お
そ
ら
く
明 

修
本
が
配
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
巻
七~

九
の
三
冊
が
明
初
の
覆 

刻
本
で
あ
る
こ
と
、
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
百
衲
本
は
一
〇
〇
卷
中
の
六
五
巻
に
前
述
の
北
平
本
を
、
残 

り
に
自
蔵
の
元
大
徳
本
を
用
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
れ
は
こ
の
本
な
の
で 

あ
ろ
う
が
、
す
こ
ぶ
る
疑
点
も
多
い
。
明
初
覆
刻
本
は
巻
七~

九
に
す
ぎ 

な
い
は
ず
な
の
に
他
に
も
多
数
、
そ
れ
も
粗
黒
ロ
の
補
刻
葉
を
大
い
に
含 

む
巻
が
あ
る
し
、
ま
た
逆
に
巻
七
.
八
に
元
大
徳
本
が
六
葉
づ
つ
あ
り
、
 

蔣
氏
印
も
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ニ
本
以
上
を
併
用
し
て
い
る
と
し
か 

思
え
ず
、
焼
失
以
前
の
本
を
用
い
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
百
衲
本
の



項
に
詳
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

一

〇

〇

卷

〔
元
大
徳
〕
信
州
路
儒
学
刊
〔
元
〕
〜
明
嘉
靖
ニ
年
遁
修

ヘ
卷
ー
o
前

半

.
第

二

七

.
ニ
八
葉
、
卷

 
一
一
•
一
二
)

一

明

末

補

写

目

録

、

卷

ー

•
ニ

•
九

一
~

九

三

淸

補

写

)

四
九
冊 

1

堂
文
庫
蔵

後
補
香
色
表
紙
(
二
八
.五X

一

八

八

3

、
襯

装

(
料
紙
高
さ
ニ
六
.

一
！；

ン
)
。

第
一
冊
、

北
史
目
録
と
巻
一
.
ニ
は
清
代
の
補
写
で
、
無
界
ー 

〇
行
ニ
ニ
字
、
原
本
と
行
格
を
合
わ
せ
て
あ
る
。
巻
三
の
首
題
は
「
魏
本 

紀
第
三
{
|
3
北
史
三
」
。
四
周
双
辺
(
ニ
ー
.八
>
<
ー
五
.
四
芍
)
、

ー
〇 

行
、
ニ
ニ
字
。
版
心
は
線
黒
ロ
、
上
象
鼻
の
右
に
「
信
州
路
儒
学
」
等
、
 

刊
行
の
路
学
.
書
院
名
、
左
に
字
数
を
刻
し
た
葉
が
主
で
、
こ
れ
は
後
に 

詳
記
す
る
。
題

は

「北
史
帝
紀
三
上
」
の
よ
ぅ
で
、

「
上
」
を
付
け
た
も 

の
が
多
い
が
、
百
衲
本
は
こ
の
「
上
」
を
ほ
と
ん
ど
消
し
て
い
る
。
双
魚 

尾
。
下
象
鼻
に
刻H

名
、
あ
る
巻
末
に
版
下
の
書
手
の
名
が
記
さ
れ
る
。
 

巻
末
、
尾
題
の
後
に
校
正
者
の
氏
名
を
記
す
巻
が
あ
り
、
巻
次
、
す
な
わ 

ち
担
当
の
路
学
•
書
院
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
相
違
す
る
が
、
こ
れ
も
後
に 

記
す
。

巻

一

〇

(
一
部
)
〜
ニ
ー
の
補
写
は
有
界
ー
〇
行
、
ニ
ニ
字
の
©
紙
に 

さ
れ
、

明
末
ご
ろ
の
筆
と
思
わ
れ
る
。
卷
九
一
〜
九
三
の
そ
れ
は
、
目 

録

.
首
ニ
巻
と
と
も
に
、
無
界
で
あ
る
が
同
じ
行
格
で
、
清
代
の
後
半
に 

降
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

補
刻
は
、
前
述
の
北
平
本
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
が
、
元
末
ご
ろ
の
も
の 

が
九
葉
、
明
の
弘
治
正
徳
ご
ろ
の
も
の
が
七
葉
と
ご
く
わ
ず
か
あ
り
、
さ 

ら
ic
嘉
靖
元
年
、
同
ニ
年
の
補
刻
年
記
が
と
き
に
見
受
け
ら
れ
る
。
補
写

の
約
一
〇
巻
を
計
算
外
に
す
る
が
、
元
年
の
も
の
が
約
一
一
〇
葉
、
ニ
年 

が
約
三
〇
葉
を
数
え
る
。
南
推
志
経
籍
考
に
嘉
靖一

〇
年
前
後
の
こ
の
本 

の
版
木
の
数
を
存
者
ニ
六
七
六
面
、
欠
者
四
五
面
と
い
う
の
か
ら
み
れ 

ば
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
に
し
か
す
ぎ
ず
、
大
半
が
原
刻
葉
で
あ
る
。
欠
葉 

が
三
八
葉
あ
り
、
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
後
修
本
で
は
嘉
靖
九
.
一
〇
年
の
補 

刻
に
代
る
が
、

つ
ま
り
は
こ
れ
は
南
推
志
の
欠
者
な
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖 

九

•
一
〇
年
の
大
補
修
は
、
こ
こ
で
は
さ
ほ
ど
漫
漶
と
も
思
え
ぬ
も
の
に 

も
及
ん
で
い
る
が
、
残
っ
た
原
刻
葉
も
版
心
の
儒
学
.
書
院
名
と
刻
エ
名 

の
多
く
を
削
っ
て
し
ま
い
、
各
儒
学
.
書
院
の
別
、
刻
エ
名
に
冠
す
る
洒 

州

•
金

川

.
古

杭

.
康

山

.
旰
江
の
地
名
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
く
な
る 

か
ら
、
こ
の
本
の
よ
う
な
大
補
修
以
前
の
印
本
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
巻
次
順
に
グ
ル
—
プ
を
な
し
て
異
る
の
で
、
そ
れ
に
従 

っ
て

表
に
似
た
形
で
次
に
掲
げ
る
。
上
段
に
儒
学
.
書
院
名
Y
下
段
に
刻 

H

名
、
巻
末
に
版
下
抄
手
と
校
正
者
名
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
そ
の
所 

在

卷

次

(
算
用
数
字
)
と
と
も
に
そ
の
後
に
、
そ
し
て
補
刻
刻H

名
は
最 

後
に
列
挙
し
た
。

巻 

一
~

五

〇

信
州
路
学
信
路
学
刊 

一
宗
丁
和
甫
子
中
子
忠
子
名 

信
州
路
学
刊
信
路
学 

子
明
子
伸
文
章
艾
伯
大
朽
木 

信
州
路
学
刀
路
学
刊 

江
士
堅
土
堅
江
子
珍
江
祖
珍 

信
州
路
刊
信
州
儒
学 

祖
珍
江
益
山
益
山
江
義
甫
義
甫 

信
州
路
儒
学
刊
路
学 

江
興
甫
興
甫
何
南
何
南
卿
玉
甫 

信
州
路
儒
学
刊
造 

呉
友
山
友
山
呉
方
午
方
午 

信
州
儒
学
刊
信
州
学 

吳

明
甫
明
甫
呉
祖
祖



信
州
学
刊
信
州
学
刀 

信
州
学
内
刊
信
学
刀 

信
州
府
学
刊
信
学
刊 

信
学
刊
信
学
府
学 

州
学
刊
本
学
刊
府 

州
学
州
学
刀
州
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刊
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余
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真
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志
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周
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連
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礼
君
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陳
仁
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玉
洒
州
楊
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伯
洒
州
楊
魁
魁
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徳
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賴
元
甫
元
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応
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公
子
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丁
 

山
中
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王
 

午
木
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田可升丑吉尹朽江
 

伯君秀昌明何周忠
 

珍和艾倪甫真南益
 

徐童興潘虞道

方
洽
周
益
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已
干
孫
粋
然
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卷
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周
已
干
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粋
然
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卷
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益
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正
巻
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方

洽

周

益

校
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卷
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方

洽

周

益

周

之
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孫
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然
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孫
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方
洽
周
益
周
之
冕
陳
莘
校
正
卷

38
39
40 

巻

五

一

〜

六

七

子
仲
仁
可
金
川
王
水
寿
金
川
王
水 

金
川
王
金
川
永
寿
王
永
用
明
均
夕 

呉
以
敬
以
敬
金
川
周
元
信
金
周
元
信 

元
信
肝
江
李
仲
李
仲
古
杭
張
用
可 

古
杭
張
用
古
杭
用
可
康
山
張
可
久 

可
久
可
宗
久
可
宗
英
可
肝
黄
仲
立 

肝
江
黄
仲
立
肝
江
仲
立
肝
仲
立
于
仲

信
州
路
象
山
書
院
刊 

信
州
象
山
書
院
刊 

信
州
象
山
刊 

信
州
象
山
象
山
刊 

信
象
山
刊
信
象
山 

象
山
書
院
刊
象
山 

山父元正

可
立
志
杰
仲
立
肝
江
黄
君
用
黄
均
用
均
用 

常
寄
儒 

祥
仲
奮
徳
父
警
徳
愁
儒
夫

巻

六

八

〜

七

ニ

信
州
路
稼
軒
書
院
刊 

徐
仲
清
甫
震
升 

信
州
路
稼
軒
書
院
稼
軒
書
院 

升立徐清添興
 

信
州
稼
軒
書
院
稼
軒
書
院
刊 

巻
七
三~

七
九

藍
山
書
院
刊
藍
山
刊 

子進用明ニ子呂可用
 

先
伯
池
希

1=1

巻

八

〇

~

八
三 

信
州
路
道
一
書
院
刊 

道
一
書
院
刊
道
ー 

道
一
書
院
道
ー
刊 

楊
燧
校
正
卷

80 

卷

八

四

~
九

〇

玉
山
県
学
刊
玉
山
学
刊 

玉
山
儒
学
刊
玉
学
刊 

鄭

道

寧

王

烈

校

正

卷

84
~
90 

巻
九
一
〜
九
三
(
補
写
)
(
百
衲
本
に
よ
る
)

永
豊
儒
学
刊
永 

立辛折明
 

永
豊
学
刊
永
豊
刊 

巻

九

四

〜

九

六

戈
陽
県
学
刊
戈
陽
県
学 

希
敬
連
生
奎
=
生用 

戈
陽
学
刊
戈
陽
学
戈
学
刀 

可

志

希

文
章
可
臣
受
山
張
王
氏
刊
山
中 

文田臣甫張敏翁雷震

1
0

a

聶
則
遷
校
正
卷

81
陳
志
仁
校
正
卷

83

弓

王

占

0̂.



卷

九

七

•
九
八

上
饒
県
学
刊 

八
士
子
厚
子
進
元
中
元
仲彥

卿 

上
饒
県
刊 

顔卿子厚梁
 

巻

九

九

.
一
〇
〇

貴

溪

県

学

刊

貴

溪

学

刊 

希敬仁希保鄭葵
 

貴

溪

学

刀

貴

県

学

刀

〔
元
末
〕
補
刻 

趙
伯
川
王
王
安
楊
茂
卿
張
克
明 

〔明弘治正徳〕補
刻
張
清
之
傅
継
之
呂
朱
章
良
之 

明
嘉
靖
元
年
補
刻 

仇
選
史
梦
祥
何
応
福
李
逢
太
沈
之
翰 

胡
易
徐
正
叙
徐
正
曹

m

曹

継

芳

張

子

曜 

張
祥
龍
舒
芳
傑
熊
綸

刘

慶
傑
熊
守
易

こ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
信
州
路
儒
学
が
北
史
の
刊
刻
を
担
当
し
て
、
 

そ
の
半
分
の
五
〇
巻
を
自
ら
受
持
ち
、
残
り
を
管
内
の
五
県
学
と
主
な
四 

書
院
に
分
担
さ
せ
て
、

こ
れ
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五
県
学
の
名
は
大
明
一
統
志
巻
五
一
広
信
府
の
条
に
見
え
、
康

熙

.
同 

治
の
広
信
府
志
や
各
県
志
に
も
、
創
始
の
歳
月
紀
す
と
こ
ろ
な
し
と
い 

ぅ
玉
山
も
含
め
て
、

い
ず
れ
も
宋
代
の
創
建
に
か
か
る
が
、
玉
山
県
学
の 

七
巻
、
戈

陽

.
永
豊
県
学
が
各
三
巻
、
上

饒

.
貴
溪
県
学
が
各
ニ
巻
と
引 

受
け
た
巻
数
は
少
く
、
そ

れ

も一

〇
〇
卷
中
の
末
ニ
〇
巻
で
あ
る
。

一
方
、
書
院
は
象
山
が
一
七
巻
、
藍
山
が
七
巻
、
稼
軒
が
五
巻
、
道
一 

が
四
巻
で
あ
る
。
明
清
時
代
に
も
象
山
書
院
と
道
一
書
院
が
貴
溪
県
に
、
 

稼
軒
書
院
が
鉛
山
県
に
、
藍
山
書
院
が
戈
陽
県
に
存
続
し
、
大
明
一
統
志 

は
じ
め
近
世
の
各
県
志
に
道
一
書
院
を
除
い
て
そ
の
名
が
見
え
、
道
一
書

院
も
康
熙
ニ
ニ
年
序
刊
の
広
信
府
志
(
ニ
〇
卷

清

高

駿

升

等

撰

)
に
は 

記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
稼
軒
書
院
の
鉛
山
県
は
、
元
代
に
は
州
と
し
て 

独
立
し
て
い
て
信
州
路
に
は
属
さ
な
か
っ
た
は
ず
で
(
元

史

六

ニ

地

理 

志
)
、

広
信
府
志
や
康
熙
ニ
ニ
年
序
刊
の
鉛
山
県
志
(
八

巻

清

潘

士

瑞 

等
撰
)

の
沿
革
の
記
事
も
同
様
で
あ
る
が
、
北
史
の
版
心
に
は
少
か
ら
ず 

信
州
路
稼
軒
書
院
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

I

統
志
以
下
は
鉛
山
県
城
の
東 

郊
に
こ
の
書
院
が
あ
る
と
し
、
鉛
山
県
志
の
地
図
に
も
書
院
の
位
置
が
示 

さ
れ
て
い
る
が
、
鉛
山
が
距
離
的
に
は
戈
陽
や
貴
溪
よ
り
も
上
饒
に
近
い 

に
し
て
も
、

こ
の
辺
の
事
情
は
い
ま
は
解
せ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
路
儒
学
、
四
書
院
、
五
県
学
が
一
書
の
刊
刻
を
分
担
し 

た
の
で
あ
る
が
、
校
正
、
さ
ら
に
は
版
下
を
書
く
と
こ
ろ
ま
で
は
当
然
そ 

れ
ぞ
れ
に
行
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
刻
エ
も
共
通
す
る
ら
し
い
人
物
は
ご
く 

少
い
。
そ
れ
だ
け
で
雕
版
ま
で
各
地
で
分
業
し
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な 

い
が
、
か
な
り
短
時
日
の
う
ち
に
さ
れ
た
た
め
で
は
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
刻
エ
名
に
冠
す
る
地
名
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
信
州
路
学 

担
当
分
に
洒
州
ま
た
は
泖
州
、
貴
溪
県
の
象
山
書
院
担
当
分
に
金
川
、
肝 

江
、
そ
し
て
同
県
の
道
一
書
院
と
の
双
方
に
康
山
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
 

康
山
は
信
州
路
に
北
接
す
る
饒
州
路
の
楽
平
県
に
あ
り
卷

S 

l
if-
flJH
}、

金
川
は
別
に
饒
州
路
刊
の
隋
書
の
刻
エ
に
も
お
り
、
江
南
浙
西 

道
粛
政
廉
訪
の
司
管
内
、

つ
ま
り
現
在
の
浙
江
省
に
な
る
が
、
玉
山
県
か 

ら
そ
の
境
界
の
山
を
越
え
た
近
く
の
、
衢
州
路
常
山
県
の
西
北
部
に
あ
り

へ
衝
幵
府
志
一
六
^

明
葉
秉
敬
等
撰
天
啓
三
年
序
刊
)、
干

^

1

5
明

こ

.、 

一

常
山
県
志
六
八
卷
清
李
瑞
馨
撰
光
緒
一
二
年
序
刊
—

开

江

は

江

西

湖

1
道

に

ス

る
が
信
州
路
に
近
接
す
る
建
昌
路
の
南
城
附
近
を
鄱
陽
湖
に
向
け
て
流
れ

る

@

| |
志
1 ^
?
丸
| |
灌
)。

や
は
り
隋
書
に
昌
江
程
道
鎮
と
い
う
刻
1



が
い
る
が
、
昌
江
は
隋
書
の
饒
州
路
内
の
浮
梁
、
景
徳
鎮
の
西
を
流
れ
て 

や
は
り
鄙
陽
湖
に
注
ぐ
(饒
州
府
志
)。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
地
名
は
い
ず 

れ
も
山
川
で
あ
る
が
、
刊
行
地
に
近
い
か
な
り
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
て
い 

る
。
洒
水
、
古
杭
と
み
え
る
地
名
も
ほ
ぼ
同
様
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
光 

緒
の
版
で
あ
る
が
江
西
•
安

徽

.
浙
江
通
志
の
類
を
探
し
て
も
わ
か
ら
な 

い
。
た
だ
、
古
杭
は
南
史
の
刻
エ
に
も
い
た
が
、
あ
る
い
は
古
坑
か
と
考 

え
れ
ば
、
安
徽
通
志
卷
一
二
山
川
の
徽
州
府
の
条
に
古
坑
水
が
あ
り
、
 

「古
坑
水
、
婺
源
県
東
、
源
出
平
障
山
、
後
繞
南
麓
、

西
合
済
溪
水
、

注 

鱅
溪
」
と
い
う
の
に
当
ろ
う
か
(
婺
源
県
志

* -y

3 
一
 1

撰
巻
ニ
に 

古
坑礅

水
の
条
が
あ
る
)
。

婺
源
州
は
当
時
は
徽
州
路
に
属
し
た
が
、

ほ 

ぼ
受
山
、
昌
江
、
金
川
の
中
間
に
位
置
し
、
信
州
路
の
真
北
に
な
る
。
こ 

れ
ら
三
通
志
、
ま
た
村
名
ま
で
を
大
量
に
録
す
る
浙
江
全
省
輿
図
並
水
陸 

道

里

記(
I
I

錄

賴

等
願
国

|

_

繼

則

)を
通
覧
し
て
行
く
と
、
杭
の
つ
く
地
名 

は
稀
で
あ
る
の
に
、
内
陸
部
の
地
形
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
下
に
坑
を 

称
す
る
も
の
は
多
数
あ
り
、
と
く
に
現
在
の
三
省
の
境
に
近
い
地
方
、

つ 

ま
り
判
明
し
た
四
箇
所
と
同
じ
く
信
州
路
の
周
辺
に
珍
し
く
な
い
か
ら
で 

あ
る
が
、
古
坑
は
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
洒
州
な
い
し
泖 

州
と
い
う
の
は
見
当
ら
ず
、
泖
水
が
太
湖
か
ら
呉
淞
江
に
流
れ
る
江
蘇
松 

江
府
は
、
遠
隔
に
す
ぎ
る
と
い
う
よ
り
、
水
田
地
域
で
彫
版
刻
エ
の
集
合 

居
住
地
と
し
て
適
す
る
と
は
思
え
な
い
。
泗
州
と
読
め
ば
、
ま
ず
安
徽
の 

ほ
ぼ
西
北
端
に
あ
る
の
は
(
現
泗
県
)1

酬
志
* -
^
七

| |
備

長

江

ょ

り

か 

な
り
北
方
で
遠
す
ぎ
、
当
時
は
嶺
北
湖
i

の
醴
陵
州
治
下
で
あ
っ
た
で 

ぁ
ろ
ぅ
湖
^
^
醴
陵
県
の
西
南
端
、
湘
水
西
岸
の
泗
州
益
|
醴
_

£
 

遞
年赖

徹
)
は
江
西
と
の
境
に
近
い
か
ら
地
理
的
に
は
さ
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
ま
ず
洒
と

読
む
こ

と

に

か
な
り
無
理
が
あ
る
。

と
も
か
く
こ
れ
ら
の
地
は
現
在
の
江
西
省
西
北
部
お
よ
び
そ
の
周
辺
に 

集
中
す
る
が
、
金
川
が
浙
江
省
の
西
端
で
あ
る
よ
う
に
浙
江
に
隣
接
し
、
 

さ
ら
に
西
南
は
福
建
省
に
接
し
て
、
建
陽
も
上
饒
.
鉛
山
か
ら
一
〇
〇
キ 

ロ
余
の
距
離
に
あ
る
。
元
代
に
は
こ
の
地
方
も
、
杭
州
、
建
安
に
次
ぐ
刻 

書
の
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

元
九
路
儒
学
十
史
は
、
正
確
と
は
い
え
な
い
面
も
あ
る
が
一
応
の
目
安 

と
し
て
、
南维

志
経
籍
志
に
集
慶
路
儒
学
梓
と
あ
る一

〇
史
の
版
木
数
を 

合
計
す
る
と
、

存
欠
と
も
で
実
に
二
三
、
ニ
九
三
面
に
な
る
。

こ
れ
が
大 

徳
九
年
か
ら
わ
ず
か
一
、
ニ
年
の
間
に
相
次
い
で
刊
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る 

か
ら
、
江
南
の
刻
エ
は
徹
底
し
て
動
員
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
際
、
 

地
元
に
刻
エ
を
雍
す
る
地
方
は
な
る
べ
く
そ
れ
で
ま
か
な
お
う
と
す
る
の 

が
実
情
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
杭
を
婺
源
の
古
坑
水
に
定
め
る
つ
も 

り
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
江
西
北
部
を
中
心
と
し
た
一
帯
と
考
え 

る
べ
き
で
、
こ
れ
が
さ
ら
に
大
き
く
は
江
浙
の
雕
版
の
一
圏
内
に
入
る
こ 

と
に
な
ろ
う
が
、
古
杭
と
い
う
一
地
域
を
直
ち
に
杭
州
に
結
び
つ
け
る
の

(註
)

は
妥
当
と
は
思
わ
な
い
。

以
上
の
明
嘉
靖
ニ
年
修
ま
で
の
本
は
原
刻
を
多
く
残
す
が
、
明
南
京
国 

子
監
で
は
嘉
靖
八~

一
〇
年
に
、
二
十
一
史
を
整
備
し
て
印
行
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
ら
し
く
て
、
こ
れ
に
大
改
修
を
行
っ
て
、
以
後
、
原
刻
は
か
な 

り
姿
を
消
し
、
残
っ
た
も
の
も
版
心
の
儒
学
•
書
院
名
や
刻
エ
名
を
削
ら 

れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
二
十
一
史
の
一

と

し

て

し
ば
し
ば
印
刷
さ
れ 

た
よ
う
で
、
万
暦
一
六
年
か
ら
万
暦
版
の
北
史
に
代
る
ま
で
、
半
世
紀
の



間
の
印
本
が
次
の
よ
う
に
現
存
す
る
。

〔
元
大
徳
〕
刊

〔
元
末
.
明
初
〕
.
嘉
靖
九
.
一
〇

.
一
二
年
遁
修 

一

〇

〇

卷

(
平
泉
鄭
氏
.
寛
永
寺
勧
学
寮
旧
蔵
)
三
〇
冊

内

閣

文

庫 

//
(

林

家

旧

蔵

)

三

〇

冊

 

"

"
 

三〇冊
書
陵
部 

残

本

(
欠
巻
六~

九

.
五
七
丄
ハ
ー
) 

二
八
#

蓬
左
文
庫 

一
0

0

巻
 

三
ニ
冊
天
理
図
書
館 

残

本

(
欠
卷
三
五
•
三
九
〜
四
三
•
八
ニ
•
八
三
)

ニ
五
冊
東
洋
文
庫 

零

本

(存
卷
一
六
.
五
七
〜
五
九
.
七
三
•
七
四
)

一
冊 

〃

残

本

(存
卷
三
〜
五
.
一
七~

四
八
.
八
三
—

一
〇
〇
)

一
六
冊

(楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
) 

故
宮
博
物
院 

一

〇
〇
卷 

(劉
氏
嘉
業
堂
旧
蔵
)

三
〇
冊
中
央
図
書
館 

" 

六
四
冊 

" 

台
北
の
中
央
図
書
館
の
二
部
に
つ
い
て
は
、
同
館
の
金
元
本
図
録
と
中 

国
訪
書
志
に
よ
る
。
な
お
、
上
海
図
書
館
に
元
刻
本
(
同
館
善
本
書
目
)
、
 

南
京
図
書
館
に
元
大
徳
信
州
路
刊
本
三
〇
冊

(
丁
氏
善
本
書
室
蔵
書
志
.
 

江
蘇
省
立
国
学
図
書
館
図
書
総
目
等
)
、
北
京
大
学
図
書
館
に
明
嘉
靖
修 

本
本
が
三
〇
巻
と
存
卷
二
八
〜
五
〇

.
五
四
の
八
冊
(
北
京
大
学
図
書
館 

蔵
李
氏
書

目

)

が

あ

る

と

い
う
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
の
平
泉
鄭
氏
.
寛
永
寺
勧
学
寮
旧
蔵
本
は 

嘉
靖
の
中
ご
ろ
、
書
陵
部
本
が
こ
れ
に
次
い
で
そ
の
末
か
隆
慶
ご
ろ
の
印 

本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
の
^
:
家
旧
蔵
本
や
蓬
左
文
庫
本
は
後
印
で
、
万
暦 

1

〇
年
代
に
降
る
。
南
史
と
同
様
に
、
い
ず
れ
も
南
監
二
十
一
史
の
一
と 

し
て
現
存
す
る
た
め
に
、
ほ
ぼ
印
行i

M
!

が
推
定
で
き
る
も
の
で
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
は
前
稿
に
詳
述
し
て
お
い
た
。

た
だ
、
補
刻
年
記
は
み
な
同
じ
で
、
嘉
靖
九
.
一
〇
年
が
主
で
稀
に
一 

ニ
年
の
も
の
が
あ
る
。
こ
の
時
の
補
修
は
二
十
一
史
全
体
に
わ
た
っ
て
大 

規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
史
は
す
で
に
嘉
靖
元
.
ニ
年
に
け
っ
し
て 

多
く
は
な
い
が
ー
通
り
行
わ
れ
て
い
た
せ
い
か
、
こ
の
前
回
に
較
べ
て
量 

的
に
か
な
り
少
い
。
し
か
し
、
版
心
上
下
象
鼻
の
路
儒
学
.
県

学

.
書
院 

名
と
刻
エ
名
の
大
半
は
削
り
落
さ
れ
、
そ
の
残
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
信 

州
路
儒
学
の
名
は
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
県

学

•
書
院
の
担
当
に 

つ
い
て
は
も
は
や
わ
か
ら
な
い
。
刻H

名
も
、
呉
友
山吳

祖
高
英
可 

用
何
南
子
伯
士
堅
山
な
ど
が
ご
く
散
在
す
る
ば
か
り
で 

あ
る
。
校
正
者
の
姓
名
も
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
、
巻
ニ
ー
.
三
三
.
九
〇 

の
も
の
が
あ
る
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
も
後
印
本
で
は
、
巻
三
三
の
四
名
の 

ぅ
ち
首
の
二
人
が
落
ち
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
刻
の
本
文
に
は
さ
ほ
ど
手 

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。

明
初
覆
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本

南
史
と
同
じ
く
、
九
路
儒
学
刊
本
の
明
初
ご
ろ
の
覆
刻
本
が
北
史
に
も 

あ
る
。

曳长

へ
存
卷
一
〜
一
二
•
一
七〜
ニ
九
.
三
ー
.
\
字
ム
ヽ
-
1
_

残

"

-

一
三
•
三
六
*
四
〇

•
六

一

〜

九

七

)
有

ナ

カ

著

〔明
初
〕
覆

〔元
大
徳
〕
信
州
路
刊
同
〔明
〕
修

ニ
六
冊 

中
央
図
書
館
(
北
平
)
蔵 

後

補

藍

色

表

紙

(
一
一
六
•
八 

>
<
ー
八
*
1
ー
3

、

A
第

一

丄

ハ

(巻

ー

丄

ニ

)
.
ニ

(
卷

三

一

ニ

1三

)
ニ

四

(
卷
六 

一
〜
六
三
)
冊

原

刻

本

金

譲

王

装

(
料
紙
高
さ
ニ
四
.
i

.ノ)



B
第

七

.
一
〇
.
一
二
.
一
三
.
一

五

〜

ニ

六

冊

原

刻

本

襯

装 

「晋
府
\
書
画\

之
印
」
「敬
徳
\
堂
図\

書
印
」

C
第
七
.
八

(巻
ニ
〇
~
ニ
七
)
冊
補
刻
本
襯
装 

の
同
版
三
種
の
取
合
本
で
あ
る
。

首
に
北
史
目
録
、
本
文
巻
首
は
「
魏
本
紀
第
ー
{
|
赶
北
史
ー
」
と
題 

す
。

左
右
双
辺
(
ニ
ニ
.
ニ
r

x
一
 

五

.
六

3

、

一

 

◦
行
ニ
ニ
字
。

版
心 

は
原
刻
は
線
黒
ロ
、

「北
史
帝
紀
一
上
」
の
よ
ぅ
に
題
し
、

そ
の
下
方
に 

丁
付
、
下
象
鼻
に
刻
エ
名
。
補
刻
は
粗
黒
ロ

で

、

題
は
列
伝
だ
が
ほ
ぼ
同 

様
、
刻H

名
は
ご
く
稀
に
粗
黒
ロ
の
中
に
陰
刻
さ
れ
た
場
合
が
あ
る
だ
け 

要

類

史史史史史紀分粋 

南北遼金古今抄文 

古日

3子
中
〇
 

〇
 

〇〇〇
 

子名 

〇
 

子享 

〇
 

子
旻
〇
 

〇〇
 

〇〇
 

子
記
〇
 

〇
 

子
高
〇〇
 

〇
 

〇〇
 

士
通
〇〇〇〇〇〇〇〇 

士
達
〇

 

〇
〇 

〇
〇
〇 

彳中豪

 

〇
 

六付

 

〇
〇
〇
〇
〇
〇 

六彥

〇
〇
〇 

〇
 

〇
〇 

六
晏
〇
〇
〇
〇
〇 

〇〇

で
あ
る
。
信
州
路
儒
学
等
の
儒
学
.
書
院
名
は
ま
っ
た
く
な
く
、
刻
エ
も

元
信
州
路
刊
本
と
は
異
る
が
、
巻
末
の
周
已
千
•
孫
*
^
.
方

洽

•
周

益

.
周
之
冕
.
楊

燧

.
鄭
道
寧
.
王
烈
ら
校
正
者
の
氏
名
は
、
そ
の
配
置

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
刻
エ
名
は
、
南
史
の
と
こ
ろ
に

掲
げ
た
表

と

重
複

す
る
き
ら
い
が
あ
る
が
、
今
後
の
利
用
に
は
こ
の
方
が
便
利
な
の
で
、
南

史
以
下
、
ほ
ぼ
共
通
す
る
八
書
の
刻H

名
を
一
覧
表
に
し
て
示
す
。

は
百
衲
本
か
ら
採
録
し
た
が
、
そ
の
底
本
と
さ
れ
た
の
は
台
北
の
中
央
図

書
館
現
蔵
の
北
平
本
の
存
四
四
卷
六
冊
の
大
半
ら
し
く
、
他
は
南
史
の
と

(8
)

こ

ろ

(
ニ
◦
三
頁
)
で
掲
げ
た
a 
~

g

の

七
書
で
あ
る
。

史史史史 
南北遼金

友
永
茂
〇
〇
〇 

双
平
〇
 

月
寿

王
以
善
 

〇
 

〇
 

王
保 

〇
〇 

王
貴
全

。丘
老
〇
〇
〇
〇 

付
名
仲
〇
〇
〇
〇 

付彥

成
〇
〇 

〇
 

付彦和
付
資
〇〇〇
 

永
茂

要類

史紀分粋 
古
ル
1
~
抄

文 

古

日

〇 

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇
 

〇

〇

〇

〇
 

0 

0 

0 

0 

〇 

〇

〇 

〇

0 

0 

0 

0 

〇

要

類

史史史史史紀分粋 

南
北
遼
金
古
今
抄
文 

古
日

〇
〇

〇
〇 

〇

〇

玄
保 

玄
宝 

リ
名
仲
〇
 

名
遠
〇
 

朱
宗
文
〇
〇 

朱

彦 

咮

堯 

〇 

江
子
名
〇
〇
〇 

江
六
〇〇

江
同
〇〇

 

〇
〇
〇
〇
〇 

江
后
〇〇〇〇〇 

〇〇
 

江皇 

o

〇
 

〇〇〇

〇〇
0 

0 

0 

0



要

類

史史
史
史
史
紀
分
粋 

南北遼金古今抄文 

古日

江

貴

全

〇

江

童
 

〇 

汝
敬
〇〇〇
 

〇〇〇
 

?伯
安
〇〇

伯
美
〇〇〇〇 

〇〇〇
 

仏
林
〇〇
 

余子真
 

〇
余
長

 

〇〇
 

余
長
寿
〇
〇
〇
〇 

〇
〇
〇 

呉
中 

〇
〇 

〇
〇
〇 

呉

原

礼

〇

〇
 

〇〇
 

〇
 

呉
祐 

〇
 

呉
福
〇〇〇〇

 

〇〇〇
 

肖
寄
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一 

志
道
〇〇〇〇〇 

〇〇
 

沈彥 

〇
 

辛
豪 

〇〇
 

8侍
者
〇

周
同
〇〇
 

〇
 

周
童 

〇
 

周
寿
〇〇〇
 

〇
〇
〇

史史
史
史
史
紀
分
粋 

南北遼金古今抄文 

古日

孟
和 

〇
 

〇〇
 

孟
淳
〇〇〇〇〇 

〇〇
 

孟
達
〇

孟
竜
〇
 

〇〇
 

孟
隆 

〇

宗
文
〇〇〇〇〇〇〇〇 

易
林
〇

林
安
〇〇〇〇〇〇〇〇 

林
備
〇

和
尚 

〇〇
 

〇〇
 

長
寿 

〇
 

〇
 

〇
 

具
福 

〇
 

9
姜

原

良

〇

〇

彥

正

〇
〇
〇 

〇
〇
〇
〇 

彦
成 

〇
〇

 

〇
〇 

彥

良 

〇
 

〇
 

彦
和
〇〇〇〇〇〇〇 

彥

珍
〇
 

彥

従
〇
 

〇
 

彦
博 

〇
 

范子通
 

〇

史史
史
史
史
紀
分
粋 

南北遼金古今抄文 

古日

范

双

評

〇

范彥

〇
 

〇
 

范
彥
成〇

范
彦
従 

〇〇
 

〇
 

〇〇
 

范
通
〇
 

〇〇〇
 

〇〇
 

貞彥 

〇
 

10

原
文
〇

原
良
〇〇〇
 

〇
〇
〇
〇 

原
礼
〇〇〇〇 

〇〇
 

徐
子
中
〇
〇
〇 

〇
 

徐子仲 

〇
〇
〇 

徐子達 

〇
 

徐
田 

〇
〇 

〇
〇
〇 

徐

林

〇
 

徐

彦

正

〇

兼
雨 

〇
 

11

張

名

〇

張
名
遠
〇
〇
〇
〇
〇

 

〇
〇 

張
伯
〇
 

得子中

 

〇
 

章
毫
〇〇
 

〇〇



史史南北

章
豪 

〇
 

連彥

〇〇
 

連
彥
博〇〇
 郭

名
〇〇
 

陳士立陳

士

達

〇

〇
 

陳
仕
達 

陳
四
〇
 

陳
立
〇
 

陳
后
〇〇
 

陳

垔

〇
 

陳
和
〇
 

陳
彥

〇 

陳彥

正 

陳

彦

和

〇

0

0 
o 

o

陳

厚
 

〇 

陳
劉
其 

陳
魯
〇〇
 

陸
付
〇

〇

 

12
媿

右

〇
〇

要類

史史史紀分粋 

遼金古今抄文 

古日

〇

〇

〇〇〇
 〇

〇〇

〇

〇〇〇
 

〇
 

〇〇
 

〇

〇

〇

〇
 

〇〇

〇〇〇 

〇〇
 

〇

〇
 

〇
 

〇〇
 

〇

〇
 

〇
 

〇

史史南北

媿

名
〇〇
 

媿

伯
美
〇
〇 

媿

海
〇〇
 

堯
朱
〇〇
 

游子名
 

游
名

景
中
〇〇
 

景
舟
〇〇
 

番

刘

貴
全
〇〇
 

黄
子
名
〇
〇 

黄
子
畏
〇
〇 

黄
子
明 

〇 

黄
子
高
〇
〇 

黄
志
道
〇
〇 

黄
侍
〇〇
 

黄明実
 

〇
 黄

孟
竜
〇
〇 

黄
旻

黄
保
〇〇
 

黄彥

史史史
遼金古

〇〇〇
 〇

 
〇〇
 〇

 
〇〇〇〇

 〇
 

〇
〇
 

〇
 

〇〇
 

〇〇

〇〇

要類
 紀分粋 

ゲ抄文
 古日

〇〇

〇

〇〇〇
 

〇
 

〇

〇〇〇
 〇〇〇

 

〇

〇〇〇
 〇〇〇

 

〇

〇〇
 

〇
 

〇

〇
 

〇
 

〇〇
 

〇

史史南北

黄
是

黄
軒
〇〇
 

黄
喧 

13
楊

保

葉

禾

〇 

葉
松
〇〇
 

葉
寿

虡

子
記
〇
〇 

虡
子
得 

虞
子
徳
〇
〇 

虞
子
璋
〇 

虡
天
孟 

虡
付
記 

虞
向
〇
 

虞
后
〇〇
 

虡

良
〇
 

虡

亮
〇〇
 

虞
孟
和
〇
〇 

虞
孟
淳
〇
〇 

虡

孟
徳
〇 

虞

®

要類

史史史紀分粋 

遼金古今抄文 

古日

〇

〇〇

〇〇〇〇

〇〇
 

〇
 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

〇〇〇
 

〇〇
 

〇
 

〇〇
 

〇〇
 

〇

〇〇

〇

〇〇

0 

0 

0 

0 

0 

0 〇

〇
 

〇〇
 

〇〇〇
 

〇〇



史
史
史
史
史
紀
分
粋 

南
北
遼
金
古
今
抄
文 

古日

虡

益 

〇

詹
見 

〇
 

詹
現
〇〇

 

〇〇

 

〇〇 

詹
塊

 

〇 

14

熊

仏

林

〇

〇

熊

汝

敬

〇

〇
 

〇〇 

〇
 

15

劉
八
〇〇 

〇〇 

劉
本
〇
〇〇 

〇
 

〇〇 

劉
伏
〇
〇
〇
〇
〇 

〇〇 

劉伏三
 

〇
 

〇

史
史
史
史
史
紀
分
粋 

南
北
遼
金
古
今
抄
文 

古日

劉

伯

安

〇 

〇 

〇 

〇

〇
 

劉
宗
〇〇

 

〇〇 

劉
保
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇 

劉
宣
〇〇

 

0
0
〇〇
〇 

劉
侍 

〇
 

劉

侍

者

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
 

劉
是
者 

〇 

劉

毘
 

〇 

劉
景
中 

〇 

0 

劉
景
忠 

〇

C

の
補
刻
本
は
原
刻
葉
が
二
割
ほ
ど
で
か
な
り
痛
ん
で
お
り
、
福
建
の 

刊
刻
で
、
版
木
の
材
質
が
軟
か
か
っ
た
の
か
、
大
半
が
粗
黒
ロ
の
補
刻
葉 

に
代
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
字
様
も
劣
り
、
墨
釘
の
箇
所
が
や
や
目
立
ち
、
 

明
修
も
や
や
降
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
刻
エ
は
、
呉

陶

林
 

九

游

元

寿

鄭

文

寿

、
他
に
百
衲
本
か
ら
、吳

員

何

ニ

何

好

ニ
 

余

延

宗

余

宗

游

林

九

清

遠

を

補

う

こ

と

が

で

き

る

。

北
平
本
に
は
も
う
一
部
、
や
は
り
中
央
図
書
館
現
蔵
の 

残

本

1

- _
8 !
.
ー
^

.§"
=

?

)

存

丸

ー

卷
 

一
一
一
〇

冊
 

が
あ

り

、

北
京
図
書
館
善
本
書
目

に

も
左
の
三
部
が
著
録
さ

れ

て

い
る
。

要

類

史
史
史
史
史
紀
分
粋 

南
北
遼
金
古
今
抄
文 

古日

劉
復 

〇
 

〇
 

劉復三
 

〇

劉
貫
〇〇

 

〇〇 

〇〇 

劉詹

 

〇
 

潘

刘
 

〇
 

〇〇 

潘
晋
〇
〇
〇
〇
〇 

〇〇 

蔣
仏
〇〇

 

〇

〇
 

〇 

16

薛

和

尚

〇

〇
 

〇

〇

0

0 

17
羅

六

〇

〇

〇

〇

〇
 

〇

〇
 

羅
雄
〇〇

一
〇
〇
卷
|

3

州
| 1
匿

本

)

 

七
六
冊 

残

本

へ| |
!-
1 ;
ー
| 5
^

1
? -
^

.

ー

存

四

ー

卷

三

四

冊

\

八

七

.
九

二

.
九

四

.
九
八~

一
〇
0
/

残

本

(
存
卷 

一
~
ニ

一
)

存
ニ
ー
巻 

一
〇
冊

一
は
劉
氏
嘉
業
堂
、

ニ
は
郁
泰
峯
、
三
は
王
献
臣
の
旧
蔵
本
で
、
後
ニ 

者
は
上
海
涵
芬
楼
を
経
た
か
ら
そ
の
燼
余
書
録
に
著
録
さ
れ
る
。

ニ
は
完 

本
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
張
元
済
が
第
一
面
を
取
出
し
て
校
閲
中
に
被
災 

し
、
余
の
三
面
は
涵
芬
楼
で
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
ぅ
。

そ
こ
で
も

触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
行
款
が
合
致
し
校
正
人
名
も

減
っ
て 

は
い
る
が
特
に
変
化
し
て
い
な
い
か
ら
、
や
は
り
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊 

本
の
覆
刻
と
見
て
誤
り
な
か
ろ
ぅ
。
た
だ
し
、
南
雍
志
経
籍
考
に
集
慶
路



儒
学
梓
と
あ
る
の
は
原
本
の
方
で
、
覆
刻
本
の
方
が
明
代
以
後
、

こ
れ
ら 

の
数
部
を
残
し
た
だ
け
で
姿
を
消
し
た
。

百衲
本

百
衲
本
二
十
四
史
の
北
史
は
、
ま
ず
元
大
徳
信
州
路
儒
学
刊
本
の
善
本 

の
北
平
本
六
五
巻
に
拠
り
、
そ
の
欠
巻
を
涵
芬
楼
蔵
の
同
至
明
修
本
と
明 

初
覆
刻
本
と
で
補
充
し
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
者
の
う
ち
に
も
欠 

葉
が
少
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
卷
五
九
に
は
明
初
覆
刻
本
が
六 

葉
も
混
る
。
さ
ら
に

そ
の
欠
卷
部
分
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
巻
中 

に
信
州
路
刊
本
と
そ
の
覆
刻
本
と
の
双
方
が
入
乱
れ
て
い
て
、
し
か
も
後 

者
の
過
半
は
粗
黒
ロ
の
補
刻
葉
で
あ
る
。

こ
こ
に
原
刊
本
と
覆
刻
本
、
原 

刊
本
の
補
刻
本
と
覆
刻
本
の
補
刻
本
の
、

い
ず
れ
も
が
不
完
全
の
場
合 

に
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
ど
れ
を
採
り
、
ど
う
組
合
せ
る
か
の
問
題
が
あ
る 

が
、
そ
れ
を
見
る
た
め
に
あ
え
て
冗
長
を
厭
わ
ず
こ
の
三
五
巻
の
各
本
に 

よ
る
構
成
を
表
示
す
る
。

信
州
路
刊
本 

原刻補刻

信
州
路
刊
本 

M刻
補
刻

目
録 

全

31
葉

4
葉 

卷 
3 

紀
3

32
4

5伝

c 

6 

,

21
,

明
初
覆
刻
本

原
刻 

補
刻

2
i
 5

i
 

信
州
路
刊
の
北
平
本 

2龚

1
莽
の
存
否
は
不
明

1

27

6
 

n

5

21 

6

 

9
6

20 

1

13 

2

13

巻

22
伝
10 

33
21

34
22

35
23

6
 

4

3
 

2

3 7
25 

3 8
26 

3 9
27
o
 

8

4(
2

o
 

8

5(
351

伝
39

2

10 

5 

4

3 

U

5 

4

4

12

5 

4

5

13

5 

4

9

17

5 

4 

65
53

6
 

4

6e
5

6 7
55 

7 2
60 

7 3
伝
61 

84
72 

85
73

/

E

5

養
 

7

養 

4
 

2

萁

1
荛

o 

4
 

4
 

1

30
8

0 

8

3
 

2

3 

o 

2 

2

9
 

9

1
 

1

2 

2

3
 

3

4
 

2
 

2 

2

7
 

8

3
 

2

1
 

5

2
 

1

5
 

6
 

2
 

1

19
7

I
X

3
 

2

1
 

4
 

3
 

1

5
 

2

3
 

2

0 

4

2
 

1

5
 

3

1
 

1

0 

2
 

2
 

1

5
 

2

1
 

1

I
X 

I
X

2 

2

4
 
214

9

1
 

o

2 

2

明
初
裰
刻
本

原
刻 

補
刻

o

葉
8
葉

X

 

2

24
x 

o

22
x

2 

o 

X

3

 

o 

XXX

2 

o 

X

5

 

4

 

X
 

5

 

1

 

2

7

1 

n 

o 

5

o

17

2 

n

3

3

信
州
路
刊
の 

北
平
本
は
存

3 

弘
治
正
徳 

2 

こ
ろ
修
1

o 

2
 

o 

8

 o 

3

 

XX

o 

1 

X

0 

5

 

X

1 

o 

X



信

州

路

刊

本
 

明

初

覆

刻

本
 

原
刻
補
刻

 

原

刻
 

補

刻

卷
91
伝
79
全
21
葉

3
葉
元
末
修
1

0

葉

18
葉

><

92
80
39
18
0

21 

93
81
38
26
0

12
X 

94

82
30
26
元

末

修
 2 

2 

2 

97
85
30
24
1
 

5
 

X

 

98
86
30
17
2

11

最
下
段
に

X
印
を
付
け
た
巻
は
、
涵
芬
楼
の
明
初
覆
刻
本
の
完
本
の
う 

ち
焼
失
し
た
巻
ニ
ニ
以
下
で
、
か
つ
存
四
一
巻
の
も
う
一
本
も
欠
巻
の
と 

こ
ろ
で
あ
る
が
、
卷

三

三

•
三

四

•
五

四

.
九
一
の
よ
う
に
そ
れ
が
と
り 

わ
け
多
い
場
合
を
は
じ
め
、
そ
の
一
五
卷
に
も
わ
た
っ
て
覆
刻
本
が
含
ま 

れ

て
い
る
。
と

く

に

全葉
補
刻
の
卷
三
四
は
北

平

本

に

も

な

く

、
こ

れ
 

は
、
現
存
ニ
ー
巻
本
が
一
九
三
ニ
年
に
被
災
す
る
以
前
に
す
で
に
撮
影
.
 

影
印
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
文
に
つ
い
て
は
、
雙
鑑
楼
蔵
書
続
記
や
張
氏
の
諸
書
誌
の
校
勘
を
承 

け
て
、
南
宋
建
刊
本
の
項
で
元
大
徳
信
州
路
刊
本
が
も
っ
と
も
優
れ
て
い 

る
こ

と

を
明
ら
か
に
し
て
お
い
た
が
、
近
年
の
校
点
本
も
大
徳
本
と
称
し 

て
こ
の
補
刻
葉
の
多
い
覆
刻
本
を
か
な
り
含
ん
だ
百
衲
本
を
底
本
と
す 

る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
覆
刻
本
と
そ
の
補
刻
に
さ
し
て
欠
点
を
見
出
せ
ず
に 

い
る
が
、
原
本
の
大
徳
本
の
原
刻
が
現
存
す
れ
ば
そ
れ
が
最
良
で
あ
る
こ 

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
表
の
中
で
も
卷 

六

五

•
六

七

.
九
四
の
よ
う
に
大
徳
信
州
路
本
と
主
体
に
し
て
い
る
巻
が 

あ
る
反
面
、

こ
う
ま
で
し
て
覆
刻
本
の
そ
れ
も
補
刻
葉
を
用
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
百
衲
本
の
編
集
方
法
に
は
甚
し
い
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。

こ
れ
を
見
て
ま
ず
気
付
く
の
は
、
原
刊
の
信
州
路
本
が
大
半
を
占
め
る 

巻
三
五
〜
三
九
.
六

五

.
六

七

.
七

二

.
七

三

.
八

五

•
九
四
の
諸
巻 

は
、

お
そ
ら
く
欠
葉
の
と
こ
ろ
に
覆
刻
本
を
補
つ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ 

る
。
そ
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
静
嘉
堂
本
で
は
そ
の
葉
が
嘉
靖
一
•
ニ 

年
の
補
刻
葉
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
覆
刻
本
が
過
半
に 

及
ぶ
巻
は
、
信
州
路
本
に
後
の
嘉
靖
ー
〇
年
修
本
に
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
原 

刻
葉
が
な
い
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
存
す
る
と
こ
ろ
に
も
覆
刻
本
を
も
つ 

て
差
し
か
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
卷
三
の
よ
ぅ
に
そ
れ
が
三
ニ 

葉
中
の
二
八
葉
に
も
な
る
の
は
極
端
で
あ
る
ぅ
え
に
、
そ
の
ニ
七
葉
ま
で 

が
粗
黒
ロ
の
覆
刻
本
の
さ
ら
に
補
刻
葉
で
あ
る
。

し
か
し
、

い
ま
嘉
靖 

九

.
一
〇
年
の
修
本
を
見
て
も
、
静
嘉
堂
本
に
あ
っ
た
嘉
靖
元
年
の
補
刻 

が

三

葉

あ

る

だ

け

で

(補
刻
年
記
は
削
ら
れ
て
い
る
)
、

他
は
す
べ
て
原 

刻
で
あ
り
、
漫
漶
も
さ
ほ
ど
で
は
な
い
。
な
ぜ
原
本
原
刻
を
そ
れ
ほ
ど
ま 

で
に
棄
て
た
の
か
、
原
本
補
刻
よ
り
覆
刻
本
補
刻
の
方
が
優
れ
て
い
る
の 

か
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
な
ぜ
覆
刻
本
で
統
一
し
な
い
の
か
、
な
ど
理
解
に 

苦
し
む
と
こ
ろ
が
多
い
。

註

金
文
京
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
元
の
雑
劇
に
古
杭
の
名
を
冠
し
た
も 

の
が
少
く
な
い
。
古
本
雑
劇
叢
刊
四
集
之
一
の
元
刊
雑
劇
三
十
種
(
北 

京

図

書

館

蔵

本

の

影

印

商

務

印

書

館

一

九

五

八

年

)
に
拾
ぅ
と
、 

古
杭
新
刊
的
本
関
大
王
単
刀
会
(
関
漢
卿
)
、

古
杭
新
刊
的
本
尉
遅
恭 

三

奪

塑

(
尚
仲
賢
)
、
古
杭
新
刊
的
本
関
目
風
月
紫
雲
庭
(
石
君
宝
)
、



古
杭
新
刊
関
目
的
本
李
太
白
貶
夜
郎
(
王
伯
成
)
、

古
杭
新
刊
関
目
霍 

光

鬼

諫

(
楊
梓
)
、
古
杭
新
刊
関
目
輔
成
王
周
公
摂
政
(
鄭
光
祖
)
、
古 

杭
新
刊
小
張
屠
焚
児
救
母
(
無
名
氏
)

の
七
種
を
も
数
え
る
。

一
方
、 

そ
こ
に
は
、
大
都
新
編
と
つ

く

の
が
三
、
大
都
新
刊
が
ー
篇
あ
る
。
ま 

た
、
録
鬼
簿
の
至
順
元
年
の
自
序
に
、
「
古
汴
鍾
嗣
成
(
継
先
)
序
」
と 

い
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
は
前
代
の
旧
都
の
古
汴
.
古
杭
と
当
代
の 

大
都
で
あ
っ
て
、
古
杭
が
杭
州
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
氏
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
張
国
淦
の
中
国
古
方
志
考
の
浙 

江
省
の
府
県
志
類
に
、

古

杭

！
 ̂

佚

蒲

圻

張

氏

大

典

輯

本

4

<
A
II
^

拠
大
典
宋
艾
性
剰
語
下
輯
本
(
大

仏

頭

)
、
引
古
杭
志
一
条
。

が
あ
る
。

こ
の
輯
本
は
未
見
で
、

一
条
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
が
、
張 

氏
に
し
て
杭
州
と
断
定
で
き
る
記
事
な
の
で
あ
ろ
う
。

附
注

こ
の
稿
の
校
正
中
に
、
未
見
の
ま
ま
取
上
げ
て
い
た
中
央
図
書
館
蔵
本 

を

、
台
北
に
赴
い
て
閲
覧
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
成
果
は
少
く
な 

く
"
(
下
)
冒
頭
に
補
遺
と
し
て
詳
述
し
た
い
と
思
う
が
、

い
ま
こ
の
余 

白
を
利
用
し
て
、
注
の
形
で
最
少
限
、
本
文
の
誤
り
を
訂
し
て
お
く
。

(
1
) 

ニ

行

目

r

擱
」

の

原

文

は

r

閣
」

で
あ
っ
た
。

ニ
〇

ニ
頁
上
段
末 

行
か
ら
下
段
に
か
け
て
の
記
事
も
、
訂
正
を
要
す
る
。

(
2
) 

巻
七
一
〜
七
三
.
七
八
第
七
葉
〜
八
〇
の
約
六
巻
が
金
譲
玉
装
の 

公
牘
紙
本
で
、

つ
ま
り
櫬
装
の
本
と
の
寄
せ
本
で
あ
り
、
紙
背
は
正 

徳
ー
三
〜
ー
六
年
に
浙
江
杭
州
.
紹

興

.
衢
州
府
か
ら
南
京
の
諸
衛

倉
へ
粮
米
を
送
っ
た
と
き
の
記
録
で
あ
る
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
こ 

の

六

巻

が

〔
明
中
期
〕
印
で
あ
り
、
他
の
七
四
卷
余
も
ほ
ぼ
同
期
、
 

遡
っ
て
も
前
期
の
印
で
、
と
も
に
〔
元
末
明
初
〕
修
本
と
み
ら
れ
る
。

(
3
) 

5

の
存
ニ
六
卷
一
〇
脈

は

薄

赤

紫

色

表

紙

(
三
〇

.
四

X
一

五
.
 

七
3
 

(
一
部
新
補
)
、
「
南
史J

の

〔
明
〕
印
題
簽
、
粘
葉
装
。
他
は 

す
べ
て
原
刻
で
あ
る
が
Y

わ
ず
か
に
巻
五
第
二
六
葉
と
巻
七
第
一
八 

葉
に
明
初
ご
ろ
の
補
刻
が
あ
り
、

〔元
末
明
初
〕

修
で
あ
る
。

6 

の
存
一
七
巻
七
冊
も

、

5

と

ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
印
本
だ

か

ら

、
原 

刻
本
と
は
い
い
が
た
く
、
〔元
末
明
初
〕
修
と
し
て
お
く
。

(
4
) 

7 

8

と
も
に
こ
の
原
刻
本
で
、
上
表
の
ほ
か
に
四
〇
に
近
い
刻 

エ
名
を
採
録
し
た
が
、

こ
の
表
に
は
挿
入
す
る
余
地
が
な
い
。

(
5
) 

こ
れ
は
北
平
目
録
が
正
し
い
。
中
央
目
録
に
は
誤
記
が
あ

る

ぅ
え 

現
在
、
次
掲
の
一
三
冊
本
と
一
冊
づ
つ
、
互
い
に
誤
っ
て
入
れ
代
え 

て
架
蔵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
'
 

三
ニ
冊
本
の
巻
八
三
が
一
三
冊
の 

中
に
、

一
三
冊
本
の
巻
ニ
〜
四
が
三
ニ
冊
の
方
に
移
り
、
双

方

に一 

冊

ず
つ

ま

っ

たく
装
訂
の
異
る
本
を
混
え
る
の
で
あ

る

。

(
6
) 

(
5
)
に
述
べ
た
よ

ぅ

に

こ

の巻
ニ
〜
四
が
現
存
し
、
巻
八
三
を
三 

ニ
冊
の
中
に
含
め
る
と
、
存
ニ
九
巻
で
よ
い
。
百
衲
本
の
伝
六
七
第 

四

葉

「
藍
山
書
院J

と

あ

る

葉

が

〔
明
初
〕
修
に
代
っ
て
い
る
。

(
7
) 

こ
の
本
は
複
雑
で
、
右
解
題
に
誤
り
も
あ
り
、
別
に
詳
述
す
る
。

(
8
) 

北
平
本
に
つ
い
て
は
、
南
史
の
ニ
、
北
史
の
一
本
も
調
査
で
き
た 

か
ら
、
そ
の
中
に
新
た
に
出
た
刻
エ
で
、
名
前
が
す
で
に
歹
挙
さ
れ 

て
い
る
者
は
こ
の
表
に
追
加
記
入
し
た
。
未
採
録
、

つ
ま
り
他
書
に 

も
な
い
刻
エ
に
、
十

五

郭

名

遠

黄

于

黄

竜

劉

子

和

ら

が

い

る

。


